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自
公
の
勝
利
は

低
投
票
率
に
よ
る
も
の

　

菊
池
氏
は
、
参
議
院
選
挙
の
結

果
に
つ
い
て
、
与
党
が
勝
利
し
た

の
は
低
投
票
率
の
お
か
げ
だ
と
し

た
。
自
公
両
党
は
、
有
権
者
の
15

％
か
ら
23
％
を
占
め
る
固
定
票
で

選
挙
に
勝
利
す
る
た
め
、
マ
ス
コ

ミ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
投
票
率

が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

と
解
説
。
一
方
で
、
野
党
は
投
票

率
を
上
げ
な
け
れ
ば
与
党
に
勝
つ

　

参
院
選
の
結
果
と
消
費
税
問
題
、
安
全
保
障
に
つ
い
て
学
習
を
深

め
る
―
―
。
協
会
は
８
月
24
日
、
協
会
会
議
室
で
日
本
金
融
財
政
研

究
所
長
の
菊
池
英
博
氏
を
招
い
て
、「
参
議
院
選
挙
結
果
と
消
費
税

増
税
」
を
テ
ー
マ
に
政
策
研
究
会
を
開
催
。
会
員
ら
17
人
が
参
加
し

た
。

こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
、
１
人

区
で
の
候
補
者
を
一
本
化
し
た
の

は
良
か
っ
た
が
、
政
策
的
に
与
党

と
の
明
確
な
対
立
軸
を
つ
く
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
課
題
だ
と
し
た
。

ま
た
、
安
倍
政
権
下
の
５
年
間
で

実
質
賃
金
が
累
計
１
０
０
万
円
以

上
減
額
し
た
と
い
う
デ
ー
タ
を
示

す
と
と
も
に
、
れ
い
わ
新
選
組
が

躍
進
し
た
こ
と
を
挙
げ
、
野
党
は

国
民
の
生
活
を
守
る
た
め
消
費
税

を
引
き
下
げ
る
と
い
う
提
案
を
す

る
べ
き
だ
っ
た
と
し
た
。

野
党
は「
戦
争
か
平
和
か
」

国
民
に
問
う
べ
き

　

菊
池
氏
は
日
本
の
安
全
保
障
政

策
に
つ
い
て
、
安
倍
政
権
下
で
近

隣
諸
国
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
、
野
党
は
「
戦
争

か
平
和
か
と
い
う
形
で
安
全
保
障

政
策
を
国
民
に
問
う
べ
き
だ
っ

た
」
と
述
べ
た
。
緊
迫
す
る
日
韓

関
係
に
つ
い
て
は
、
憲
法
９
条
と

日
米
安
全
保
障
条
約
が
な
け
れ

ば
、
戦
争
に
な
っ
て
い
て
も
お
か

し
く
は
な
い
と
述
べ
、
日
米
安
全

保
障
条
約
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
日

本
封
じ
込
め
政
策
の
一
環
で
あ

り
、
中
国
も
そ
の
役
割
か
ら
条
約

を
認
め
て
い
る
と
し
た
。

　

中
国
に
つ
い
て
は
日
本
が
考
え

て
い
る
以
上
に
米
中
関
係
は
密
で

あ
り
、
米
中
国
交
正
常
化
を
主
導

し
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
現
在

で
も
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
外
交
政
策

の
国
際
秩
序
を
乱
す
行
為
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
は
そ
れ

を
見
過
ご
さ
な
い
だ
ろ
う
と
語

り
、
そ
の
根
拠
と
し
て
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
が
就
任
後
に
「
リ

メ
ン
バ
ー
・
パ
ー
ル
ハ
ー
バ

ー
」
と
２
度
も
口
に
し
た
こ
と

を
紹
介
し
た
。

　

野
党
は
安
全
保
障
政
策
に
つ

い
て
、
国
民
に
対
し
て
、
集
団

的
自
衛
権
行
使
容
認
を
改
め
て

否
定
し
、
中
韓
と
の
和
解
を
促

進
し
、
日
本
を
平
和
を
志
向
す

る
経
済
大
国
と
し
よ
う
と
訴
え

る
べ
き
だ
っ
た
と
解
説
し
た
。

に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
指
摘
。

日
本
が
先
の
大
戦
に
つ
い
て
反
省

を
し
な
い
と
い
う
立
場
を
取
る
こ

と
は
、
戦
勝
国
が
つ
く
っ
た
戦
後

参院選結果をどうみるか

野党は“国民生活”を対立軸に野党は“国民生活”を対立軸に

参院選後の野党が取るべき政策について
講演した菊池氏　　　　　　　　　　　

役員を中心に会員17人が参加した

栄養教諭・管理栄養士の籏野氏が「までぇな
食づくり」を紹介した　　　　　　　　　　

　

籏
野
氏
は
、
福
島
県
内
の
小
・

中
学
校
で
取
り
組
ん
で
き
た
地
産

地
消
に
よ
る
食
育
活
動
が
、
原
発

　

協
会
は
８
月
３
日
、
第
28
回
日

常
診
療
経
験
交
流
会
（
10
月
27

日
）
の
プ
レ
企
画
と
し
て
、「
子

ど
も
の
食
の
現
場
／
飯
舘
村
の
食

と
く
ら
し
―
原
発
災
害
の
中
で

―
」
を
県
農
業
会
館
で
開
催
（
薬

科
部
共
催
）。
福
島
県
で
栄
養
教

諭
・
管
理
栄
養
士
を
し
て
い
る
籏

野
梨
恵
子
氏
が
、
東
日
本
大
震
災

と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

に
よ
り
混
乱
を
極
め
た
福
島
の
学

校
給
食
の
現
場
や
、
困
難
な
状
況

下
で
の
食
育
の
取
り
組
み
、
福
島

県
飯
舘
村
の
郷
土
食
の
魅
力
な
ど

を
語
っ
た
。
医
師
、
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
な
ど
１
２
１
人
が
参
加
し

た
。

事
故
で
「
木
っ
端
み
じ
ん
に
砕
か

れ
た
」
と
の
思
い
を
吐
露
。
児
童

の
保
護
者
か
ら
「
給
食
に
福
島
の

食
品
は
使
わ
な
い
で
」
と
言
わ
れ

続
け
、
自
身
も
不
安
や
虚
無
感
に

と
ら
わ
れ
な
が
ら
も
、
食
品
の
安

全
を
厳
重
に
確
認
し
、
保
護
者
ら

に
安
心
を
得
て
も
ら
う
こ
と
に
努

め
て
き
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

籏
野
氏
は
、
全
て
の
給
食
材
料

の
成
分
・
栄
養
価
・
産
地
を
審
査

し
、
放
射
性
物
質
の
測
定
の
上
、

保
護
者
と
一
緒
に
現
物
を
見
な
が

ら
試
食
会
を
し
て
き
た
こ
と
を
説

明
。
自
主
避
難
後
に
子
ど
も
の
入

学
に
合
わ
せ
て
福
島
へ
帰
っ
て
き

た
保
護
者
か
ら
、「
誰
に
ど
う
聞

避
難
指
示
が
解
除
）
の
住
民
か
ら

聞
き
取
っ
た
、「
ま
で
ぇ
」（
左
右

揃
え
た
手
を
意
味
す
る
方
言
＝

「
丁
寧
に
、
手
間
を
か
け
、
心
を

込
め
、
相
手
を
思
い
や
る
」
の

意
）
な
郷
土
食
に
つ
い
て
も
説

明
。
か
つ
て
の
飯
舘
村
で
の
暮
ら

し
や
、
綿
々
と
培
わ
れ
て
き
た
食

を
通
し
て
の
家
族
の
愛
情
な
ど
、

人
間
の
大
切
な
あ
り
よ
う
を
全
部

ま
る
ご
と
含
め
「
ま
で
ぇ
な
食
づ

く
り
」
だ
と
紹
介
し
た
。

い
て
い
い
か
分
か
ら

な
い
の
で
と
て
も
不

安
だ
っ
た
。
今
日
、

給
食
の
食
品
の
産
地

や
検
査
の
こ
と
が
分

か
っ
て
安
心
し
た
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
な

ど
を
振
り
返
っ
た
。

　

ま
た
籏
野
氏
は
、

原
発
事
故
の
た
め
伊

達
市
の
仮
設
住
宅
で

暮
ら
し
て
い
た
飯
舘

村
（
震
災
後
、
計
画

的
避
難
区
域
と
な
り

全
村
避
難
。
２
０
１

７
年
に
一
部
を
除
き

研
面
究 保険診療のてびき

こころと漢方～ベンゾジアゼピンに頼らない医療をめざして～ ８面

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

原水爆禁止世界大会　参加記 ２面

日本プライマリ・ケア連合学会
草場鉄周理事長インタビュー ４～５面

　

幹
線
道
路
わ
き
に

白
い
花
が
ち
ら
ち
ら

と
見
え
る
。
自
生
の

山
百
合
、
季
節
の
移

ろ
い
を
感
じ
る
。
咲

き
誇
っ
て
い
た
庭
の
木む

く
げ槿

の
花
の

数
も
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
て
き

た
。
木
槿
の
花
は
賑
や
か
に
見
え

る
が
一
つ
ひ
と
つ
の
花
は
一
日
で

終
わ
る
。
華
や
か
さ
の
陰
で
儚
さ

も
感
じ
ら
れ
る
▼
木
槿
は
法
的
位

置
づ
け
は
な
い
が
〝
大
韓
民
国
〞

の
国
花
で
あ
る
。
そ
の
紋
章
は
１

９
６
３
年
に
大
統
領
令
で
公
布
さ

れ
た
。
外
国
へ
の
公
文
書
や
重
要

文
書
、
施
設
な
ど
に
紋
章
と
し
て

使
用
さ
れ
る
。
子
ど
も
の
こ
ろ
の

教
科
書
で
は
〝
大
韓
民
国
〞
の
表

記
が
あ
っ
た
が
現
在
は
か
な
り
減

っ
た
。
第
２
次
世
界
大
戦
後
の
冷

戦
で
誕
生
し
た
分
断
国
家
で
あ
る

▼
先
月
15
日
、
終
戦
記
念
日
と
同

時
に
韓
国
の
光
復
節
が
報
道
さ
れ

た
。
光
復
節
は
日
本
の
侵
略
戦

争
、
植
民
地
支
配
か
ら
解
き
放
た

れ
た
日
。
経
緯
は
ど
う
あ
れ
国
民

の
喜
び
は
い
か
ほ
ど
で
あ
っ
た

か
。
一
方
で
終
戦
記
念
日
は
〝
悲

惨
な
戦
争
が
終
わ
っ
た
日
〞
的
要

素
が
満
載
。
な
ん
と
な
く
国
民
も

〝
良
か
っ
た
〜
良
か
っ
た
〞
ム
ー

ド
が
漂
う
▼
以
前
京
都
精
華
大
学

の
白
井
聡
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。

日
本
で
は
終
戦
と
は
大
き
な
災
難

の
終
結
と
い
う
感
覚
が
強
く
、
そ

れ
は
敗
戦
の
否
認
が
根
底
に
あ
る

と
い
う
。
敗
戦
を
否
認
す
れ
ば
戦

争
を
始
め
た
責
任
を
誰
も
取
る
必

要
が
な
い
し
、
反
省
す
る
必
要
も

な
い
と
い
う
理
論
だ
▼
日
韓
関
係

が
こ
と
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
る
よ

う
な
報
道
、
あ
た
か
も
韓
国
が
悪

者
扱
い
。
白
井
論
理
で
い
う
と

〝
徴
用
工
〞
問
題
は
そ
の
典
型
。

侵
略
戦
争
、
植
民
地
化
の
事
実
を

認
め
る
こ
と
か
ら
で
し
か
問
題
解

決
の
糸
口
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の

事
実
を
後
世
に
正
確
に
伝
え
る
こ

と
。
憲
法
９
条
を
掲
げ
て
。 （
無
）

日常診 震災企画

原
発
事
故
後
の

学
校
給
食
、郷
土
食

 

福
島
県
の
栄
養
教
諭
が
講
演

日　時　９月28日（土）14時30分～17時15分
　　　　前半　14時30分～15時45分／後半　16時～17時15分
会　場　県農業会館10階101・102号室
内　容　 「BLS講習」（職種限定なし。2015年ガイドライン対応、

AED操作含）
　　　　「気管挿管」（医師・歯科医師に限定）
※「BLS」「気管挿管」を並行で実施。それぞれ前半・後半いずれかで受講可
対　象　80人（先着順、１医療機関等３人まで）
参加費　 １人1,000円（資料代・キューマスク等材料代。当日受付

にて徴収）
※講習修了者には協会の受講証（救急蘇生実技講習・医療安全管理研修）を発行

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで
パンフレットは無料でお届けします。　　　　　　　　
追加のご注文・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

「第28回日常診療経験交流会」プレ企画

心肺蘇生法 BLS＆挿管  実技講習会

秋の共済制度普及秋の共済制度普及
 好評受付中！ 好評受付中！
グループ保険＋新グループ保険　保険医年金グループ保険＋新グループ保険　保険医年金
休業保障制度＋所得補償保険　医賠責　　　休業保障制度＋所得補償保険　医賠責　　　

３面に案内

こども医療費助成と福祉医療パンフレット2019年版こども医療費助成と福祉医療パンフレット2019年版

今号に同封してお届けします今号に同封してお届けします
　県下全41市町の福祉医療助
成制度についてまとめた「こ
ども医療費助成と福祉医療パ
ンフレット」が完成しました
（制度改正の詳細は７月25日
付既報）。今号に同封してお
届けしていますので、待合室
に、スタッフへの教育に、ぜ
ひご活用ください。

こ
ど
も
医
療
費
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
２
０
１
９
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１日目　 記念講演
　　　　 「核兵器禁止条約とトランプの核政策」

　　　　黒澤満大阪女学院大学教授

　　　　特別シンポジウム
　　　　 「金融機関の核兵器製造企業への融資を

止めさせよう」
　　　　 講演①「Don't Bank on the Bombにつ

いて」

　　　　 スージー・スナイダーPAX核軍縮プ

ログラム・マネジャー

　　　　 講演②「クラスター爆弾廃絶における

金融機関への働きかけの意義」

　　　　 目加田説子中央大学総合政策学部教授

　　　　レセプション
２日目　 特別講演
　　　　「私が大飯原発を止めた理由」

　　　　樋口英明元福井地裁裁判長
　　　　 講演「北東アジア非核化のために私たちにできること」
　　　　 中村桂子長崎大学核兵器廃絶研究センター准教授

参加費　 医師・歯科医師5000円、医療関係者2000円、医・歯学生1000円

※終了後オプション企画もあり

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

宇
津　
　

尚
先
生

北
区　

内
科

７
月
６
日 

享
年
91
歳

八
木　

隆
史
先
生

三
木
市　

歯
科

８
月
10
日 

享
年
67
歳

　

海
外
か
ら
代
表
と
し
て
21
カ
国

84
名
（
各
国
団
体
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
政

府
、
国
際
機
関
代
表
・
そ
の
他
）

の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

１
日
目
は
開
会
総
会
に
て
、
安

斎
育
郎
氏
（
議
長
団
）、
田
中
重

光
氏
（
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体

協
議
会
代
表
）、
田
上
富
久
氏

（
長
崎
市
長
）、
各
国
政
府
代
表

者
、
吉
原
毅
氏
（
原
発
ゼ
ロ
・
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
連
盟
会

長
）、
稲
嶺
進
氏
（
オ
ー
ル
沖
縄

会
議
共
同
代
表
、
前
名
護
市
長
）

ら
の
あ
い
さ
つ
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
推
進
・
日
本
の
核
兵
器
禁

止
条
約
批
准
を
求
め
る
呼
び
か
け

が
行
わ
れ
た
。

　

夜
は
、
保
団
連
主
催
の
懇
親
会

に
出
席
し
、
地
元
長
崎
協
会
の
本

田
孝
也
会
長
や
保
団
連
非
核
・
平

　

協
会
も
協
力
す
る
、
核
戦
争
を

防
止
す
る
兵
庫
県
医
師
の
会
は
７

月
28
日
、
協
会
会
議
室
で
第
38
回

総
会
を
開
催
。
２
０
１
８
年
度
活

究
科
研
究
員
の
高
橋
博
子
氏
が

「
米
公
文
書
か
ら
迫
る
核
兵
器
・

原
発
推
進
体
制
の
闇
」
と
題
し
講

演
、
61
人
が
参
加
し
た
。

　

高
橋
氏
は
米
国
が
広
島
・
長
崎

へ
の
原
爆
投
下
後
、「
原
爆
の
効

果
に
よ
っ
て
生
じ
た
死
傷
者
の
研

究
」
を
早
速
実
施
し
、
そ
の
研
究

は
米
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
が
管
轄
す

る
形
で
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
（
原
爆
傷
害

調
査
委
員
会
、
現
在
の
放
射
線
影

響
研
究
所
の
前
身
）
に
よ
っ
て
引

き
継
が
れ
た
こ
と
を
概
括
。
核
兵

器
と
原
子
力
発
電
所
の
開
発
は
一

体
と
な
っ
て
推
進
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
残
留
放
射
線
や
内
部
被

曝
な
ど
原
爆
放
射
能
に
よ
る
人
体

へ
の
影
響
を
過
小
評
価
す
る
罪
深

い
歴
史
が
あ
っ
た
と
し
た
。

動
報
告
と
新

年
度
の
活
動

方
針
を
確
認

し
、
郷
地
秀

夫
先
生
（
協

会
理
事
）
を

代
表
に
再
任

し
た
。
記
念

講
演
は
、
名

古
屋
大
学
大

学
院
法
学
研

和
部
長
の
永
瀬
勉
先
生
、
各
協
会

参
加
者
と
懇
親
を
深
め
、
情
報
交

換
に
努
め
た
。

　

２
日
目
は
16
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

分
科
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

分
科
会
「
核
と
基
地
の
な
い
日

本
、
沖
縄
と
の
連
携
を
」
で
は
、

コ
ラ
ソ
ン
・
フ
ァ
ブ
ロ
ス
・
非
核

フ
ィ
リ
ピ
ン
連
合
事
務
局
長
よ

り
、
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
米
軍
基
地
撤

退
の
詳
細
と
現
在
に
至
る
顛
末
の

報
告
が
あ
っ
た
。
ジ
ョ
セ
フ
・
エ

サ
テ
ィ
エ
氏
（
戦
争
を
超
え
た
世

界
日
本
支
部
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
）
の
「
基
地
は
差
別
意
識
の
表

れ
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
で
あ
っ

た
。
稲
嶺
進
氏
が
、「
本
日
（
８

月
８
日
）
は
翁
長
雄
志
・
前
沖
縄

県
知
事
の
命
日
だ
。
１
年
前
の
死

去
以
後
、
県
民
は
９
月
の
県
知
事

選
挙
・
２
月
県
民
投
票
と
、
辺
野

古
新
基
地
建
設
反
対
の
民
意
を
示

し
続
け
て
き
た
」
と
説
明
。「
沖

縄
に
は
沖
縄
の
、
国
に
は
国
の
民

主
主
義
が
あ
る
」
と
、
沖
縄
の
民

意
を
軽
ん
じ
る
政
権
を
強
く
批
判

し
、
交
付
金
で
儲
け
て
い
る
と
い

う
の
は
ね
つ
造
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
た
。

　

分
科
会
終
了
後
、
平
和
祈
念
公

園
に
広
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
生
田
診

療
所
、
野
村
医
院
か
ら
お
預
か
り

し
た
千
羽
鶴
を
奉
納
し
た
。
作
成

さ
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰

霊
平
和
式
典
並
び
に
世
界
大
会
の

閉
会
総
会
が
執
り
行
わ
れ
た
。
被

爆
者
へ
の
国
家
賠
償
・
被
爆
者
の

尊
厳
を
か
け
て
闘
っ
て
き
た
運
動

経
験
を
次
世
代
に
継
承
し
よ
う
／

ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
の
運
動
を
自
治

体
・
地
域
で
発
展
さ
せ
よ
う
等
々

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
確
認
さ
れ
、
閉

会
し
た
。

　

最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
山

脇
佳
朗
氏
（
被
爆
者
代
表
）
の
記

念
式
典
で
の
「
被
爆
者
が
生
き
て

い
る
間
に
世
界
で
唯
一
の
戦
争
被

爆
国
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器

を
な
く
そ
う
と
働
き
か
け
て
く
だ

さ
い
。
米
国
に
屈
す
る
こ
と
な

く
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
毅
然
と
し

た
態
度
を
示
し
て
く
だ
さ
い
」
と

の
発
言
だ
。
２
年
前
の
オ
バ
マ
前

米
国
大
統
領
の
〝
核
の
先
制
不
使

用
〞
を
思
い
出
す
。
こ
の
〝
核
の

先
制
不
使
用
宣
言
〞
に
世
界
で
一

番
難
色
を
示
し
た
国
が
時
の
日
本

政
府
（
安
倍
政
権
）
だ
っ
た
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

原
水
爆
禁
止
２
０
１
９
年
世
界

大
会
・
長
崎
会
場
に
参
加
し
ま
し

た
。
世
界
大
会
開
会
総
会
は
核
兵

器
廃
絶
に
向
け
た
運
動
の
盛
り
上

が
り
で
、
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
国
民
平
和
大
行
進
の
全
国

通
し
行
進
者
の
紹
介
が
あ
り
、
今

年
89
歳
で
、
通
し
行
進
７
年
目
の

方
の
「
核
兵
器
廃
絶
ま
で
通
し
行

進
を
続
け
ま
す
」
の
発
言
に
感
動

し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
分
科
会
で
し
た
。

私
は
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
に
よ
る
放
射
能
の
影
響
と
核
兵

器
の
関
係
を
学
ん
で
み
た
い
と
思

い
、「
核
兵
器
と
原
発
」
の
分
科

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
分
科

会
で
は
、
私
に
と
っ
て
い
く
つ
か

の
衝
撃
的
な
事
実
を
学
び
ま
し

た
。
①
福
島
の
原
発
事
故
の
時
の

ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
の
「
ト
モ
ダ
チ

作
戦
」
は
核
爆
発
下
の
軍
事
訓
練

だ
っ
た
。
②
原
子
力
災
害
の
広
域

避
難
計
画
で
は
「
全
面
緊
急
事

態
」
に
な
っ
て
避
難
指
示
が
出

る
。
普
通
避
難
指
示
は
被
曝
を
し

な
い
た
め
に
出
る
と
思
っ
て
い
た

が
、
実
際
は
「
被
曝
を
前
提
に
し

た
指
示
」
で
あ
る
。
③
自
民
党
議

員
の
発
言
で
原
発
は
「
核
兵
器
開

発
を
担
保
す
る
技
術
」
で
あ
り
、

廃
止
し
な
い
理
由
に
な
っ
て
い

る
。
④
「
将
来
に
わ
た
っ
て
放
射

能
を
な
く
す
技
術
は
で
き
な
い
」

と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
安
斎
育

郎
先
生
が
言
わ
れ
た
こ
と
。
原
発

に
固
執
し
、
国
民
・
被
爆
者
の
願

い
を
踏
み
に
じ
っ
て
い
ま
す
。

　

45
年
ぶ
り
に
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
に
参
加
し
、
核
兵
器
廃
絶
の

思
い
を
さ
ら
に
強
く
感
じ
、
で
き

る
こ
と
か
ら
行
動
を
行
お
う
と
思

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
弊
院
の
樫
林
義
雄
所

長
や
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
で
こ
の
大

会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
感
謝
し
ま
す
。

と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

分
科
会
に
は
２
０
０
人
以
上
の

参
加
者
が
あ
り
、
各
地
か
ら
原
発

廃
止
の
運
動
や
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
」
の
取
り
組
み
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
兵
庫
県
か
ら
は

国
際
署
名
を
し
た
自
治
体
の
首
長

の
顔
写
真
入
り
の
署
名
用
紙
を
作

っ
て
、
署
名
を
広
げ
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
目
、
閉
会
総
会
（
ナ
ガ
サ

キ
デ
ー
集
会
）
で
は
、
原
水
爆
禁

止
２
０
１
９
年
世
界
大
会
・
長
崎

決
議
「
長
崎
か
ら
の
よ
び
か
け
」

と
、
国
際
共
同
の
行
動
の
よ
び
か

け
、
各
国
が
核
軍
縮
に
向
け
て
行

動
す
る
こ
と
や
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
署
名
と
批
准
（
現
在
批
准
は

25
カ
国
、
発
効
に
は
50
カ
国
以
上

の
批
准
が
必
要
）
を
訴
え
る
長
崎

特
別
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
、

核
兵
器
廃
絶
へ
指
導
的
立
場
が
取

れ
る
の
に
、
政
府
は
「
核
の
傘
」

開会総会会場入口で託された折り鶴を
掲げる（左から）川西副理事長、籔内
氏、坂口評議員　　　　　　　　　　

記念講演で日米の核推進体制を
語る高橋氏　　　　　　　　　

　

保
団
連
も
実
行
委
員
会
に
参
加
す
る
原
水
爆
禁
止
２
０
１
９
年
世

界
大
会
が
、
８
月
４
日
か
ら
９
日
に
広
島
市
内
・
長
崎
市
内
で
開
催

さ
れ
た
。
７
日
か
ら
９
日
の
長
崎
会
場
に
は
、
協
会
の
川
西
敏
雄
副

理
事
長
、
坂
口
智
計
評
議
員
、
樫
林
歯
科
職
員
の
籔
内
啓
志
氏
が
参

加
し
、
武
村
義
人
副
理
事
長
、
広
川
恵
一
顧
問
、
野
村
医
院
か
ら
託

さ
れ
た
折
り
鶴
を
平
和
公
園
に
供
え
た
。
藤
末
衛
評
議
員
（
全
日
本

民
主
医
療
機
関
連
合
会
会
長
）
が
９
日
の
閉
会
総
会
の
議
長
を
務
め

た
。
川
西
副
理
事
長
と
籔
内
氏
の
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

参加記①

多
数
の
署
名
で

核
廃
絶
の
機
運
高
め
よ
う

副
理
事
長　
　

川
西　

敏
雄

参加記②

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」を

め
ざ
し
て

明
石
市
・
樫
林
歯
科　

事
務　
　

籔
内　

啓
志

〝
核
廃
絶
〞ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
願
い
実
現
を

〝
核
廃
絶
〞ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
願
い
実
現
を

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
２
０
１
９

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
２
０
１
９
inin
長
崎
長
崎

　

米
国
が
太
平
洋
ビ
キ
ニ
環
礁
で

１
９
５
４
年
に
行
っ
た
水
爆
実
験

に
よ
り
、
第
五
福
竜
丸
は
じ
め
日

本
の
マ
グ
ロ
船
乗
組
員
が
被
曝
し

た
「
ビ
キ
ニ
事
件
」
で
は
、
米
側

が
日
本
側
に
「
見
舞
金
」
２
０
０

万
ド
ル
を
支
払
う
「
政
治
決
着
」

に
関
連
し
て
、
大
規
模
な
戦
犯
の

釈
放
を
取
引
材
料
に
し
て
い
た
こ

と
を
、
日
本
の
公
文
書
の
開
示
で

明
ら
か
に
し
た
と
し
、
核
開
発
の

中
で
さ
ら
な
る
被
ば
く
者
を
生
み

出
し
た
日
米
政
府
の
責
任
を
問
う

た
。

反核医師の会第38回総会

日米両政府の公文書から
核をめぐる闇を暴く

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

第30回反核医師のつどい in 京都第30回反核医師のつどい in 京都

日　時　 ９月14日（土）14時～18時30分
　　　　９月15日（日）９時30分～12時30分
会　場　メルパルク京都（JR京都駅から徒歩１分）

スージー・　
スナイダー氏

目加田説子氏
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高
齢
社
会
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
久
し
い
昨
今
の
時
勢
で
あ

る
が
、
世
間
で
は
摂
食
・
嚥
下
障

害
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
増
え
た

よ
う
だ
。
こ
れ
ら
に
し
ば
し
足
を

運
ぶ
が
、
当
た
り
外
れ
が
大
き
い

　

10
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
10
％

へ
の
引
き
上
げ
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

よ
う
と
、
協
会
や
県
民
主
医
療
機

関
連
合
会
、
中
小
企
業
団
体
な
ど

で
構
成
す
る
「
10
月
消
費
税
10
％

ス
ト
ッ
プ
！
兵
庫
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
は
８
月
24
日
、
元
町
・
大
丸

前
で
街
頭
宣
伝
を
行
い
、
構
成
す

　

神
戸
支
部
が
住
民
団
体
な
ど

と
、
地
域
の
医
療
や
介
護
な
ど
の

改
善
を
求
め
て
つ
く
る
東
灘
区
社

会
保
障
推
進
協
議
会
（
東
灘
社
保

協
）
は
７
月
25
日
、
東
灘
区
内
で

第
20
回
総
会
を
開
催
し
、
20
人
が

参
加
し
た
。

る
７
団
体
か
ら
24
人
が
参
加
し

た
。

　

協
会
か
ら
は
西
山
裕
康
理
事

長
、
武
村
義
人
・
口
分
田
真
・
川

西
敏
雄
各
副
理
事
長
、
白
岩
一
心

理
事
が
参
加
し
た
。
川
西
副
理
事

長
が
宣
伝
の
司
会
・
進
行
を
務

め
、
協
会
か
ら
西
山
理
事
長
と
武

　

総
会
議
事
で
は
、
今
年
度
の
取

り
組
み
を
報
告
し
、
ニ
ュ
ー
ス
の

発
行
や
な
ん
で
も
相
談
会
を
開
催

す
る
な
ど
の
来
年
度
方
針
を
定
め

た
総
会
議
案
を
議
決
し
、
口
分
田

真
協
会
神
戸
支
部
幹
事
を
会
長
に

再
任
し
た
。

増
加
さ
せ
て
す
ら
い
る
と
紹
介

し
、
こ
の
よ
う
な
国
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

諸
国
で
日
本
だ
け
で
あ
り
、
貧
困

や
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
と
指
摘

し
た
。

　

口
分
田
先
生
は
「
安
倍
首
相
は

少
子
高
齢
化
が
『
国
難
』
と
し
て

い
る
が
、
貧
困
層
が
増
え
て
い
る

中
、
防
衛
費
に
ば
か
り
予
算
を
使

い
、
社
会
保
障
費
は
抑
制
し
て
お

り
、
安
倍
政
権
こ
そ
『
国
難
』
と

言
え
る
。
社
会
保
障
拡
充
を
求
め

て
わ
れ
わ
れ
の
運
動
を
さ
ら
に
大

き
く
し
て
い
く
た
め
、
共
に
が
ん

ば
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
税
理
士
の
岡
本

毅
一
氏
が
「
年
金
」
を
テ
ー
マ

に
、
日
本
の
年
金
制
度
の
歴
史
や

問
題
点
な
ど
を
講
演
し
た
。
岡
本

氏
は
「
日
本
の
年
金
制
度
は
保
険

料
ば
か
り
に
頼
り
公
費
投
入
を
抑

制
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ

る
」
と
し
、「
年
金
の
抜
本
的
な

制
度
見
直
し
が
必
要
」
と
し
た
。

　

口
分
田
先
生
は
会
長
あ
い

さ
つ
で
、
７
月
14
日
の
保
団

連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
し

た
大
沢
真
理
東
京
大
学
社
会

科
学
研
究
所
名
誉
教
授
の
資

料
を
紹
介
。
日
本
で
は
、
税

・
社
会
保
障
制
度
に
よ
る
所

得
再
分
配
で
は
貧
困
が
削
減

さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
共
働

き
・
ひ
と
り
親
・
単
身
な
ど

の
世
帯
で
は
む
し
ろ
貧
困
を

兆
円
だ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
法
人

税
や
所
得
税
の
減
税
で
消
え
て
し

ま
い
、
社
会
保
障
の
充
実
に
は
回

ら
な
か
っ
た
。
消
費
税
は
、
収
入

の
少
な
い
人
ほ
ど
負
担
率
が
高

く
、
所
得
再
分
配
を
目
的
と
す
る

社
会
保
障
に
そ
ぐ
わ
な
い
税
制

だ
」
と
訴
え
た
。

　

川
西
副
理
事
長
は
、「
消
費
税

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
に
は
、
臨
時

国
会
を
開
会
さ
せ
、
議
論
の
中

で
、
こ
の
経
済
情
勢
下
で
の
消
費

税
増
税
に
反
対
と
い
う
意
見
を
高

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
、
多
く
の
署
名
を
提
出
し
、

増
税
反
対
の
世
論
を
示
そ
う
。
９

月
12
日
に
、
私
が
国
会
議
員
へ
手

渡
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
訴
え
た
。

　

宣
伝
に
は
桜
井
周
衆
議
院
議
員

か
ら
消
費
税
増
税
反
対
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
９
月
も
宣
伝
行
動
を
予

定
し
て
い
る
。

よ
う
に
感
じ
る
。
学
会
が
主
催
し

て
い
る
も
の
で
す
ら
当
た
り
と
は

限
ら
ず
、
と
く
に
医
科
系
が
主
催

で
他
職
種
が
対
象
と
な
っ
た
も
の

は
、
外
れ
の
傾
向
が
強
い
。
以
上

を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
は
当
た
り
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

腸
管
の
廃
用
性
萎
縮
の
予
防
や

栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
観
点
か
ら

経
口
摂
取
が
望
ま
れ
る
理
由
、
経

鼻
チ
ュ
ー
ブ
と
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ

ま
り
、
頸
部
の
う
な
ず
き
と
体
幹

保
持
と
足
底
接
地
で
あ
る
。
姿
勢

に
関
し
て
、
こ
こ
ま
で
く
わ
し
く

言
及
し
た
セ
ミ
ナ
ー
に
出
会
っ
た

こ
と
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
ミ
ー
ル

ラ
ウ
ン
ド
を
通
し
て
連
携
す
る
理

学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
か
ら
技

術
を
学
び
取
る
以
外
な
か
っ
た
の

だ
が
、
改
め
て
知
識
の
整
理
が
で

き
た
よ
う
に
思
う
。

　

ま
た
、
日
本
摂
食
・
嚥
下
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
の
推
奨
す

る
フ
ー
ド
テ
ス
ト
な
ど
、
既
存
の

検
査
法
や
評
価
法
の
問
題
点
も
指

摘
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
学
会
の

出
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
何
の

疑
問
も
感
じ
て
こ
な
か
っ
た
自
身

の
不
勉
強
さ
を
感
じ
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
に
比
し
て
、
内

容
が
豊
富
す
ぎ
た
。
各
論
を
掘
り

下
げ
て
、
数
回
に
分
け
て
も
良
い

か
も
し
れ
な
い
。

【
伊
丹
市
・
歯
科　
川
村　

一
喜
】

に
起
因
す
る
プ
ラ
ー
ク
発

生
や
誤
嚥
の
リ
ス
ク
な
ど

の
問
題
点
、
ウ
マ
と
ヒ
ト

（
乳
児
と
成
人
）
と
の
嚥

下
機
能
の
比
較
、
乳
児
の

摂
食
機
能
の
獲
得
と
要
介

護
高
齢
者
と
の
関
連
と
い

っ
た
総
論
的
な
内
容
か

ら
、
か
な
り
突
っ
込
ん
だ

各
論
ま
で
、
非
常
に
内
容

が
豊
富
で
あ
っ
た
。

　

特
に
目
を
引
い
た
の

は
、
摂
食
時
や
口
腔
ケ
ア

時
の
誤
嚥
防
止
姿
勢
。
つ

村
副
理
事
長
が
「
２

０
１
９
年
10
月
か
ら

の
消
費
税
10
％
中
止

を
求
め
る
」
請
願
署

名
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
、
60
筆
の
署
名

が
集
ま
っ
た
。

　

武
村
副
理
事
長
は

「
消
費
税
は
導
入
以

後
の
税
収
が
３
７
２

　

歯
科
部
会
は
８
月
４
日
、
協
会

会
議
室
で
歯
科
定
例
研
究
会
「
３

つ
の
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
で
考
え
る
摂

食
嚥
下
障
害
へ
の
対
応
」
を
開

催
。
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
／
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ

口
腔
機
能
回
復
セ
ン
タ
ー
代
表
の

舘
村
卓
先
生
を
講
師
に
１
０
３
人

が
参
加
し
た
。
川
村
一
喜
先
生
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

感 想 文

高
齢
社
会
で
の
摂
食
・
嚥
下

障
害
の
対
応
を
学
ぶ

消
費
税
増
税
中
止
求
め
元
町
・
大
丸
前
で
街
頭
宣
伝

東
灘
区
社
会
保
障
推
進
協
議
会
が
第
20
回
総
会
を
開
催

署
名
で
消
費
税
反
対
の

世
論
を
示
そ
う

社
会
保
障
拡
充
を
求
め
て

運
動
を
広
げ
よ
う

歯
科
定
例
研
究
会

103人の参加者が摂食・嚥下障害の
対応について学んだ　　　　　 　

元町・大丸前で消費税増税中止
を訴える武村先生　　　　　　

社
会
保
障
拡
充
を
求
め
て
運
動
を

広
げ
よ
う
と
訴
え
る
口
分
田
先
生

秋の共済制度普及 好評受付中！　　　お問合せは共済部まで　０７８-３９３-１８０５

「休業保障制度」の上乗せ補償に！

医療機関のスタッフも加入OK／入院は１日目～、自宅
療養は５日目～補償／再発の場合も含めて通算1000日
まで補償／うつ病等の精神疾患、認知症も補償／代
診をおいてもお支払い／連続休業は最長２年補償

医事紛争の備えは必須です

院内の事故による賠償費用、弁護士費用等の訴訟費用、
応急手当の費用等

毎年高配当を維持　今年は54％配当
最高6000万円の高額保障、配偶者も1000万円セッ
ト加入／医師による診査なし／最長75歳まで保障

掛金負担なしで先進医療保険の加入OK !
配偶者セット加入は最高3000万円／掛金は協会グ
ループ保険より低廉／こども加入特約あり／１年毎
に剰余金が生じた場合、配当金あり

※１月からの制度改善でもっとよくなりました！
改善① 最高保障額を6000万円に引き上げました
改善② 保険料を平均20％引き下げました

自動車保険 ・ 火災保険の団体割引き、 医療保険 ・ ガン保険もお問い合わせください。

※４月からの制度改善でさらによくなりました！
改善① 最高保障額を6000万円に引き上げました
改善② 掛金をさらに引き下げました

年金保険なのに自在性が魅力！
・１口単位で解約・中断・再開が可能
・事前に満期日の指定は不要（最長80歳まで）
・受取方法は受給時に選択（10～ 20年確定年金、一括受取）
・万一の時はご遺族に全額給付

※ 2018 年度は上乗せ配当と合わせて
配当率は 1.444％でした

予定利率予定利率
1.2591.259％％

「月払｣１万円～ 30万円・「一時払｣50万円～ 2000万円

最高保障額１億2000万円に！
協会グループ保険協会グループ保険

６０００６０００万円万円

新グループ保険
６０００万円＋＋

医師･歯科医師の信頼にこたえて50周年
積立金総額１兆２千億円、加入者数５万３千人
中長期の資産運用にお勧めします！

保険医年金は保険会社が元利合計を円建てで保証す
る年金保険です。ご加入者が為替変動リスクを負う
外貨建て保険ではありません。

８月１日から制度改善　もっといい制度に
改善① 給付を受けた方も増口できます
改善② 非常勤の方も加入しやすくなりました

・割安な掛金が満期まで上がりません
・最長75歳まで730日の充実保障
・脱退給付金あり（掛け捨てではありません）
・うつ病等の精神疾患、認知症も給付
・自宅療養、代診をおいても給付
・弔慰・高度障害給付あり
・他制度の給付に関係
  なくお支払い

医師賠償責任保険医師賠償責任保険
所得補償保険所得補償保険

グループ保険グループ保険

新グループ保険新グループ保険

休業保障制度休業保障制度保険医年金保険医年金
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昨
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
新
専
門
医
制
度
で
は
、
新
た
な
基
本
領
域

と
し
て
総
合
診
療
専
門
医
が
加
わ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
総
合
診
療
の
重

要
さ
を
訴
え
、
家
庭
医
療
専
門
医
な
ど
を
認
定
し
て
き
た
、
日
本
プ

ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
連
合
学
会
の
理
事
長
に
今
年
就
任
し
た
草
場
鉄
周
理

事
長
に
、
総
合
診
療
専
門
医
の
今
後
の
展
望
や
、
新
た
な
サ
ブ
ス
ペ

シ
ャ
ル
テ
ィ
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

　

西
山　

本
日
は
お
忙
し
い
と
と

こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

草
場　

こ
ち
ら
こ
そ
、
貴
重
な

機
会
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

口
分
田　

先
生
は
44
歳
で
日
本

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
の

理
事
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

草
場　

私
は
、
日
本
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
学
会
と
日
本
家
庭
医
療

学
会
、
日
本
総
合
診
療
医
学
会
が

合
併
し
、
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
連
合
学
会
が
発
足
し
た
２
０
１

０
年
か
ら
理
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
12
年

か
ら
副
理
事
長
に
就
任
し
、
新
専

門
医
制
度
関
連
の
仕
事
を
中
心
に

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
学

会
の
外
の
世
界
と
触
れ
、
他
の
学

会
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
の

か
、
社
会
か
ら
の
要
請
は
何
な
の

か
と
い
う
こ
と
を
知
る
機
会
が
増

え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
日

本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会

を
よ
り
医
学
界
や
社
会
全
体
に
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
今
回
、
丸
山
泉
先
生
が
理
事

長
を
退
任
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、「
後
継
を
」
と
い
う
話
を
い

た
だ
き
、
非
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
就
任
を
決
意
し
、
理
事
会
に

て
選
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

で
の
活
動
で
す
。
こ
れ
ま
で
私
は

専
門
医
制
度
の
仕
事
を
中
心
に
し

て
き
ま
し
た
が
、
診
療
面
で
の
学

会
活
動
が
ま
だ
不
十
分
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
学
会
が
対

象
に
し
て
い
る
分
野
は
、
在
宅
医

療
や
高
齢
者
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
非
常
に
多
く
あ
り

ま
す
。
学
会
に
は
そ
う
し
た
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
地
域
の
先
生

方
が
数
多
く
お
ら
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
知
見
を
集
約
し
て
プ
ロ
ダ
ク

ト
と
し
て
、
学
会
の
内
外
に
提
供

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

三
つ
目
と
し
て
、
プ
ラ
イ
マ
リ

・
ケ
ア
に
お
け
る
臨
床
研
究
に
も

力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
は
10
年
間
以
上
、
研
究
者
を

育
て
よ
う
と
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
十
分
な

成
果
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
私

　

西
山　

理
事
長
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
方
針
で
し
ょ
う
か
。

　

草
場　

一
つ
は
、
新
専
門
医
制

度
の
下
で
総
合
診
療
専
門
医
を
養

成
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
５
月
の

学
術
大
会
で
は
、「
新
・
家
庭
医

療
専
門
医
」
を
総
合
診
療
専
門
医

の
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
と
し
て

養
成
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た

（
図
１
、
２
）。
私
た
ち
の
学
会

で
は
、
初
代
理
事
長
を
務
め
た
北

海
道
大
学
名
誉
教
授
の
前
沢
政
次

先
生
ら
が
第
１
世
代
、
そ
う
し
た

先
生
方
か
ら
学
ん
だ
私
た
ち
第
２

世
代
、
新
専
門
医
制
度
の
下
で
総

合
診
療
専
門
医
の
道
を
歩
み
始
め

た
先
生
を
含
め
た
若
い
先
生
方
が

第
３
世
代
と
い
え
ま
す
。
私
た
ち

第
２
世
代
の
役
目
は
、
第
３
世
代

の
キ
ャ
リ
ア
を
支
え
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
柱
は
、
日
常
診
療
面

た
ち
も
研
究
が
む
し
ろ
主
体
と
な

っ
て
い
る
他
の
領
域
の
学
会
に
引

け
を
と
ら
な
い
よ
う
な
研
究
実
績

を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
リ
サ

ー
チ
ャ
ー
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
全
国
に
も
総
合
診
療

部
門
を
お
く
大
学
が
増
え
て
い
ま

　

西
山　

総
合
診
療
専
門
医
に
つ

い
て
、
い
ま
だ
に
一
部
の
医
師
の

中
に
は
「
広
く
浅
く
診
る
だ
け
」

「
総
合
内
科
と
ど
こ
が
違
う
の

か
」「
専
門
医
と
言
え
る
の
か
」

な
ど
と
い
う
誤
解
や
無
理
解
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

草
場　

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
と
何
度
も

議
論
し
て
き
ま
し
た
。
あ
え
て
専

門
医
と
し
て
位
置
付
け
て
き
た
の

は
、
領
域
と
し
て
確
立
さ
せ
る
た

め
で
す
。
確
か
に
総
合
診
療
専
門

医
だ
け
が
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
を
行
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
特
定
の
臓

器
に
着
目
す
る
の
で
は
な

く
、
多
様
な
地
域
に
住
む
あ

ら
ゆ
る
年
齢
、
性
別
の
患
者

さ
ん
の
背
景
を
含
ん
だ
健
康

問
題
に
向
き
合
う
と
い
う
総

合
診
療
専
門
医
の
学
術
的
役

割
は
明
ら
か
で
す
。
そ
の
学

術
的
な
専
門
性
を
確
立
し
、

教
育
を
行
う
こ
と
が
私
た
ち

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連

す
の
で
、
そ
う
し
た
教
室
の
力
を

得
な
が
ら
、
ま
た
、
地
域
で
臨
床

に
携
わ
っ
て
い
る
先
生
の
中
に
も

リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
が
非
常
に
高

い
先
生
も
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
共

に
協
力
し
て
臨
床
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

合
学
会
の
役
割
で
す
。
具
体
的
に

は
今
後
、
総
合
診
療
専
門
医
が
地

域
で
診
療
す
る
中
で
、
い
ろ
ん
な

理
由
か
ら
医
療
機
関
を
受
診
し
な

い
人
も
含
め
て
、
い
か
に
地
域
の

健
康
を
守
る
の
か
、
保
健
や
福

祉
、
介
護
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
宅

環
境
や
働
き
方
、
ま
ち
全
体
の
行

政
計
画
に
ま
で
関
与
で
き
る
医
師

を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
地
域
住
民

や
他
の
医
師
、
医
療
従
事
者
か
ら

も
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

西
山　

な
る
ほ
ど
。
し
か
し
、

新
専
門
医
制
度
の
研
修
期
間
は
基

本
的
に
３
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
医
師
を
養
成
す
る
こ

と
は
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

草
場　

総
合
診
療
専
門
医
と
い

う
資
格
は
運
転
免
許
の
よ
う
な
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
種
の

通
過
点
で
す
。
実
際
に
臨
床
現
場

に
出
れ
ば
、
地
域
に
よ
っ
て
医
療

ニ
ー
ズ
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
例
え

ば
、
内
視
鏡
の
で
き
る
医
師
が
求

め
ら
れ
れ
ば
、
よ
り
専
門
性
の
高

い
研
修
を
受
け
、
成
長
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
然
３
年
間
で

そ
こ
ま
で
は
難
し
く
、
私
た
ち
の

役
目
は
、
多
方
面
の
研
鑽
を
生
涯

続
け
る
た
め
の
基
礎
を
つ
く
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

口
分
田　

確
か
に
そ
う
し
た
基

礎
は
大
切
で
す
ね
。
私
も
学
生
の

時
、
病
院
で
事
務
当
直
の
バ
イ
ト

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に

「
空
き
地
で
釘
を
踏
み
ぬ
い
た
の

で
診
て
ほ
し
い
」
と
の
電
話
を
受

け
ま
し
た
。
そ
れ
で
先
生
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
「
僕
は
内
科
だ
よ
。

断
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
非
常

に
違
和
感
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
自
分
は
と
に
か
く
患
者
さ

ん
の
求
め
に
応
じ
て
、
何
で
も
診

ら
れ
る
医
師
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
で
卒
業
後
、
ス
ー

パ
ー
ロ
ー
テ
ー
ト
研
修
を
受
け
ま

し
た
。
各
科
に
い
た
時
間
は
短
か

っ
た
で
す
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
経
験

し
た
し
、
助
産
師
さ
ん
に
怒
ら
れ

な
が
ら
60
件
ほ
ど
の
正
常
分
娩
も

取
り
扱
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
経

験
は
、
40
年
た
っ
た
今
で
も
生
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

口
分
田　

確
か
に
現
在
の
医
療

状
況
、
提
供
体
制
か
ら
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
応
え
ら
れ
る
医

師
は
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
新
専
門
医
制
度
の
下
、
総
合

診
療
領
域
を
選
択
す
る
専
攻
医
は

２
０
０
人
弱
で
す
。
ど
の
よ
う
な

評
価
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

草
場　

養
成
数
に
つ
い
て
は
、

医
学
部
卒
業
者
の
１
割
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
毎
年
８
０
０
人
位
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
く
ら
い
の
規

模
で
あ
れ
ば
、
全
国
的
に
総
合
診

療
専
門
医
が
存
在
す
る
地
域
が
増

え
て
き
ま
す
。
そ
う

な
る
と
患
者
さ
ん
や

地
域
の
医
師
か
ら
、

総
合
診
療
の
理
念
や

養
成
制
度
だ
け
で
な

く
、
具
体
的
な
総
合

診
療
専
門
医
像
が
見

え
る
よ
う
に
な
り
、

総
合
診
療
に
対
す
る

誤
解
な
ど
も
解
け
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

現
実
的
に
は
、
８
０

０
人
の
専
攻
医
を
丁

寧
に
教
育
す
る
と
い

う
の
は
難
し
い
面
も

あ
り
、
ま
ず
は
現
状

の
倍
の
４
０
０
人
を

め
ざ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

西
山　

専
攻
医
の

数
が
伸
び
な
い
一
つ

の
原
因
と
し
て
、
へ

き
地
勤
務
の
義
務
化

が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

草
場　

私
も
個
人
と
し
て
は
、

北
海
道
の
い
わ
ゆ
る
へ
き
地
や
郡

部
で
診
療
を
し
た
経
験
が
あ
り
ま

す
。
確
か
に
そ
う
し
た
地
域
で
実

際
に
診
療
を
行
う
と
、
多
種
多
様

な
症
例
に
対
応
す
る
と
い
う
面
で

は
、
非
常
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な

り
ま
す
が
、
都
市
部
で
し
か
経
験

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家

庭
の
状
況
な
ど
で
ど
う
し
て
も
都

市
部
を
離
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
人

も
い
ま
す
の
で
、
へ
き
地
勤
務
を

一
律
に
義
務
化
す
る
の
は
い
か
が

な
も
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

西
山　

へ
き
地
に
医
師
を
派
遣

し
偏
在
を
解
消
し
た
い
と
い
う
政

府
や
関
係
者
の
思
惑
も
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

草
場　

確
か
に
へ
き
地
で
勤
務

す
る
総
合
診
療
専
門
医
が
増
え
る

こ
と
は
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
教
育
体
制
も
し
っ

か
り
で
き
て
い
な
い
地
方
に
若
い

医
師
を
強
制
的
に
送
り
だ
す
の
は

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
つ
間
違
え

ば
「
へ
き
地
で
研
修
を
し
た
が
、

何
も
学
べ
な
か
っ
た
。
し
ん
ど
い

だ
け
だ
っ
た
」
と
な
っ
て
、「
二

度
と
へ
き
地
に
は
い
か
な
い
」
と

な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。

　

西
山　

も
う
一
点
、
専
攻
医
を

増
や
す
た
め
に
は
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ

ル
テ
ィ
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
そ
の

後
の
キ
ャ
リ
ア
を
具
体
的
に
描
け

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

草
場　

サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ

と
し
て
は
、
私
た
ち
の
新
・
家
庭

専
門
医
を
は
じ
め
、
各
病
院
団
体

等
が
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
し
て
い

ま
す
。
は
た
か
ら
見
る
と
乱
立
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
最
終
的
に
は
若
い
先

生
の
選
択
の
中
で
収
斂
さ
れ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
今
は
選
択
肢
が

多
い
方
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
将
来
像

を
提
案
で
き
、
領
域
と
し
て
充
実

し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
総
合
診
療
医
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
人
を
若
い
医
師
に

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
先

に
つ
い
て
も
、
総
合
診
療
医
を
募

集
す
る
診
療
所
や
病
院
を
増
や
し

て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

口
分
田　

学
会
の
会
員
で
あ
れ

ば
、
福
知
山
市
民
病
院
の
川
島
篤

志
先
生
な
ど
は
有
名
で
、
ほ
か
に
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５
面
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　臨床研修
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出典：第１回専門医の在り方に関する検討会資料より作成
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取
得

知識・技能
の評価

図２　医師養成の課程と新専門医制度

図１　 日本プライマリ・ケア連合学会等
が提供する若手医師のためのキャ
リアパス　　　　　　　　　
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も
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
総

合
診
療
医
が
大
変
多
い
こ
と
は
知

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
会
の

会
員
以
外
の
人
は
あ
ま
り
知
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
、
総
合
診
療
医
の
先

生
の
ご
活
躍
を
も
っ
と
発
信
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

西
山　

将
来
的
に
も
病
院
側
の

総
合
診
療
専
門
医
へ
の
ニ
ー
ズ
は

高
い
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
専

　

西
山　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
総
合

診
療
専
門
医
を
巡
る
課
題
と
学
会

の
方
針
、
展
望
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
確
か
に
総
合
診
療
は

新
た
な
基
本
領
域
と
い
う
こ
と

で
、
や
る
べ
き
こ
と
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
外
か
ら
見
れ

ば
、
他
の
基
本
領
域
の
よ
う
に
も

っ
と
学
会
が
主
導
す
れ
ば
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
。

　

草
場　

確
か
に
私
た
ち
も
そ
う

思
い
ま
す
。
新
専
門
医
制
度
の
中

で
総
合
診
療
専
門
医
が
位
置
付
け

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

際
、
基
本
領
域
一
つ
に
対
し
て
、

そ
れ
を
担
う
学
会
は
一
つ
と
い
う

方
針
が
出
さ
れ
た
た
め
、
私
た
ち

は
、「
総
合
診
療
」
を
担
う
べ
く

三
つ
の
学
会
を
統
合
し
て
日
本
プ

ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
を
結

成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
総
合
診

療
専
門
医
に
つ
い
て
は
「
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
で
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

口
分
田　

な
ぜ
、
そ
の
よ
う
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

草
場　

そ
れ
は
、
多
く
の
医
療

団
体
が
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
を
提

供
し
て
き
た
か
ら
で
す
。
た
し
か

に
、
地
域
で
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

を
提
供
し
て
い
る
の
は
私
た
ち
だ

け
で
な
く
、
開
業
医
の
先
生
も
病

院
の
先
生
も
そ
う
で
す
。
そ
の
た

め
他
の
学
会
だ
け
で
な
く
、
医
師

会
や
病
院
団
体
も
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
考
え

を
持
っ
て
い
ま
す
。
総
合
診
療
専

門
医
を
立
ち
上
げ
る
際
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
や

は
り
学
術
的
な
面
や
教
育
に
つ
い

て
は
私
た
ち
が
担
っ
て
き
た
の
だ

か
ら
、
任
せ
て
ほ
し
か
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
力
不
足
だ
っ
た
で
す

ね
。

　

西
山　

な
る
ほ
ど
。
背
景
に

は
、
厚
生
労
働
省
が
総
合
診
療
専

門
医
の
導
入
に
一
部
関
与
し
た
た

め
か
、
政
策
論
や
制
度
論
と
し
て

と
ら
え
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。「
骨
太
の
方

針
２
０
１
９
」
で
も
医
師
偏
在
対

策
の
一
環
と
し
て
「
総
合
診
療
専

門
研
修
を
受
け
た
専
攻
医
の
確
保

数
に
つ
い
て
、
目
標
を
設
定
し
つ

つ
養
成
を
促
進
す
る
」
な
ど
と
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
し
、
厚
労
省
に

は
、
総
合
診
療
専
門
医
に
い
わ
ゆ

る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
役
を
担
わ
せ

た
い
と
の
思
惑
も
古
く
か
ら
あ
る

と
聞
き
ま
す
。

　

草
場　

確
か
に
、
医
療
費
抑
制

と
い
う
背
景
か
ら
、
フ
リ
ー
ア
ク

セ
ス
の
制
限
を
総
合
診
療
専
門
医

の
役
割
の
一
つ
と
考
え
る
見
方
も

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
私
た
ち
は
あ
く
ま
で
学
会
で

あ
っ
て
、
総
合
診
療
専
門
医
を
定

義
し
、
養
成
す
る
こ
と
が
仕
事
で

す
。
で
す
か
ら
、
総
合
診
療
専
門

医
が
ど
の
よ
う
な
医
療
制
度
、
政

策
の
中
で
ど
の
よ
う
な
機
能
を
担

う
か
と
い
う
議
論
に
は
タ
ッ
チ
し

ま
せ
ん
。
そ
こ
に
私
た
ち
が
加
わ

れ
ば
、
私
た
ち
が
養
成
す
る
の
は

学
術
的
「
専
門
医
」
で
は
な
く
、

政
策
的
に
特
定
の
機
能
を
持
つ

「
機
能
医
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
そ
う
し
た
現
状
の
下

で
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
を
も
っ
て
、
議

論
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

が
行
き
過
ぎ
る
と
総
合
診
療
専
門

医
が
、
私
た
ち
が
考
え
る
理
念
か

ら
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

口
分
田　

確
か
に
、
今
は
患
者

さ
ん
や
総
合
診
療
専
門
医
を
目
指

す
若
い
医
師
の
た
め
の
議
論
を
充

実
さ
せ
る
べ
き
で
す
ね
。

　

西
山　

さ
て
、
二
つ
目
の
柱
で

あ
る
臨
床
に
関
す
る
知
見
の
提
供

で
す
が
、
私
た
ち
地
域
で
患
者
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
医
療

を
提
供
し
て
い
る
実
地
医
家
に
と

っ
て
は
期
待
の
大
き
い
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
例
え
ば
、
病
院
で
外

科
系
の
専
門
医
と
し
て
活
躍
し
て

き
た
先
生
が
退
職
や
開
業
す
る
際

に
は
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
知
識

や
技
術
が
必
要
で
、
苦
労
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
定
年
後
を
含

め
、
そ
う
し
た
医
師
向
け
の
リ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
も
学
会
が
提
供

し
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

草
場　

総
合
診
療
領
域
の
リ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
勤
務

医
向
け
に
は
全
日
病
の
総
合
医
、

　

口
分
田　

さ
て
、
最
後
の
臨
床

研
究
に
つ
い
て
で
す
が
、
一
部
の

大
学
の
講
座
の
よ
う
に
研
究
の
た

め
の
研
究
に
な
る
と
良
く
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

草
場　

確
か
に
業
績
ば
か
り
を

求
め
る
研
究
は
良
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
学
会

が
考
え
る
臨
床
研
究
で
は
動
物
実

験
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
研
究
領
域

が
細
分
化
し
て
い
く
こ
と
も
な
い

と
思
い
ま
す
。
す
で
に
行
わ
れ
て

い
る
実
際
の
研
究
を
見
て
も
、
地

域
が
ど
の
よ
う
な
医
療
を
求
め
て

い
る
の
か
な
ど
医
療
の
在
り
方
に

関
す
る
研
究
が
多
く
、
研
究
対
象

が
地
域
や
社
会
へ
と
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
い
く
よ
う
な
も
の
が
中
心

で
す
。
研
究
で
要
求
さ
れ
る
の

は
、
デ
ー
タ
を
集
め
て
、
統
計
解

析
を
し
、
質
の
高
い
科
学
論
文
を

完
成
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
多
く
の

医
師
に
は
十
分
な
時
間
と
経
験
が

な
い
し
、
や
は
り
学
会
が
組
織
と

し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
学
会
と
し
て
も
、
臨

　

西
山　

最
後
に
協
会
へ
の
ご
意

見
や
地
域
で
診
療
す
る
開
業
医
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

草
場　

私
の
よ
く
知
っ
て
い
る

学
会
の
先
生
が
あ
る
地
域
で
開
業

し
た
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
保
険
医

協
会
に
入
会
し
ま
し
た
。
と
い
う

の
も
当
初
は
保
険
診
療
の
ル
ー
ル

の
こ
と
な
ど
で
私
も
相
談
に
乗
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
地
域
に
よ
っ

て
ル
ー
ル
が
異
な
り
、
や
は
り
協

会
に
聞
く
の
が
一
番
良
い
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。
地
域
で
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
を
提
供
す
る
医
師
を
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
線
で
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

を
担
っ
て
き
た
開
業
医
の
先
生
へ

の
お
願
い
で
す
が
、
今
後
は
少
し

ず
つ
、
総
合
診
療
専
門
医
が
地
域

に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
一
緒
に
診

療
さ
せ
て
い
た
だ
く
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
総
合
診
療
専

門
医
の
教
育
に
も
力
を
貸
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
過
大
な
負
担
を
か
け
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
方
が
地

域
で
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を
見

せ
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
う
し
て
、
私
た
ち
の
臨
床

研
究
に
も
ぜ
ひ
加
わ
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
常
に
現
場

に
い
る
先
生
方
の
も
と
に
は
臨
床

上
の
知
見
や
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
ぜ

ひ
私
た
ち
の
研
究
に
提
供
い
た
だ

い
て
、
と
も
に
学
術
的
に
も
日
本

の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
レ
ベ
ル

を
さ
ら
に
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

口
分
田　

私
た
ち
保
険
医
協
会

も
学
校
健
診
後
治
療
調
査
を
行

い
、
経
済
的
な
格
差
と
受
療
行
為

の
関
係
や
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
発
信
す

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ

・
ケ
ア
連
合
学
会
の
先
生
方
と
協

力
し
て
、
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

床
現
場
の
実
践
に
加
え
て
、
研
究

実
績
や
デ
ー
タ
も
き
ち
ん
と
示
し

て
、
医
学
界
の
中
で
の
総
合
診
療

の
位
置
づ
け
を
も
っ
と
高
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
病
の
病
院
総
合
医
な
ど
が
そ
れ

に
該
当
す
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
開
業
医
な
ど
診
療
所
で
働
く

医
師
向
け
に
は
日
医
の
か
か
り
つ

け
医
機
能
研
修
制
度
も
そ
う
し
た

機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
全
日
病

の
総
合
医
や
日
医
の
か
か
り
つ
け

医
機
能
研
修
制
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
も
企
画
や

運
営
に
加
わ
り
な
が
ら
進
め
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
学
会
と
し
て

は
、
リ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い

て
、
現
在
は
座
学
と
い
う
形
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
も
っ

と
現
場
に
即
し
て
実
践
力
が
磨
か

れ
る
内
容
へ
と
深
堀
り
で
き
る
研

修
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

門
科
を
併
せ
持
つ
大
病
院
は
別
と

し
て
も
、
地
域
に
根
ざ
し
な
が

ら
、
医
師
不
足
に
悩
む
中
小
病
院

で
は
、
総
合
診
療
専
門
医
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
は
多
く
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

草
場　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。

地
域
の
医
療
機
関
や
患
者
さ
ん
か

ら
、
総
合
診
療
専
門
医
が
必
要
だ

と
い
う
声
が
出
て
く
れ
ば
よ
い
と

思
い
ま
す
。

（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）
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　リウマチ・膠原病疾患は、最も多い関節リウマチであっても約33万
人（平成26年患者調査）と、例えば高血圧（1010万人）、糖尿病（316
万人）と、common diseaseであってもその数は多くはありません。膠
原病については最も多いSLEであっても６万人程度で、稀な疾患とい
えます。
　しかしながら、こうした疾患を専門とするリウマチ専門医の数も多
くはなく、また地域格差も大きいのが実情であり、そのため、リウマ
チ・膠原病診療におけるプライマリ・ケア医の役割は地域により大き
く変わる可能性があります。
　リウマチ・膠原病疾患の複雑な管理は専門医の役割ですが、①疑わ
しい疾患の拾い上げ ②比較的シンプルな病態の管理 ③併存病態の管
理、等についてはプライマリ・ケア医の役割が重要となると考えられ
ます。本講演では、比較的非特異的な症状で受診することの多いリウ
マチ・膠原病疾患の拾い上げと診断、専門医と連携の上での疾患管理
を主に概説したいと考えています。 【石丸　記】

日　時　９月28日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室

講　師　天理よろづ相談所病院　総合診療教育部副部長　石丸　裕康先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

プライマリ・ケア・総合診療から
みたリウマチ・膠原病診療

第556回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

地域の地域の
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今
か
ら
３
年
前
、
私
の
勤
務
先

か
ら
ほ
ど
近
い
農
村
で
痛
ま
し
い

事
件
が
起
き
ま
し
た
。
82
歳
の
夫

が
、
重
度
認
知
症
の
79
歳
の
妻
の

介
護
に
疲
れ
果
て
、
殺
害
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
当
時
、
私
は
総

合
病
院
で
「
物
忘
れ
外
来
」
を
担

当
し
て
お
り
、″
自
分
の
関
わ
っ

て
い
る
患
者
さ
ん
で
は
な
い
よ
う

だ
〞
と
、
一
瞬
安
堵
し
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
さ

ま
ざ
ま
な
疑
問
や
葛
藤
の
始
ま
り

で
し
た
。

　

事
件
が
起
こ
る
前
に
、
何
と
か

支
援
す
る
方
法
は
な
か
っ
た
だ
ろ

う
か
…
。
医
療
や
介
護
の
社
会
的

資
源
に
乏
し
い
地
域
で
は
、「
施

設
の
空
き
を
待
つ
」
と
い
う
選
択

肢
し
か
示
せ
な
い
の
だ
ろ
う
か

…
。「
幸
せ
な
認
知
症
」
ば
か
り

で
は
な
い
と
い
う
現
実
を
突
き
付

け
ら
れ
、
う
ま
く
答
え
が
見
出
せ

な
い
ま
ま
診
療
を
続
け
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
た
び
阿
江
先

生
の
ご
講
演
を
拝
聴
し
、
今
ま
で

漠
然
と
し
た
知
識
し
か
な
か
っ
た

医
療
・
福
祉
制
度
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
見
落
と
し

て
い
た
制
度
、
全
く
知
ら
な
か
っ

た
制
度
な
ど
、
翌
日
の
診
療
か
ら

す
ぐ
に
使
え
る
新
し
い
知
識
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
講
演
を
通
じ
て
、
問
題
意
識

を
共
有
す
る
多
く
の
先
生
方
と
つ

点
を
理
解
し
ま
し
た
。

　

各
制
度
の
併
給
の
原
則
に
も
留

意
が
必
要
で
す
。
私
の
診
療
科
の

精
神
科
領
域
で
は
、
重
度
認
知
症

患
者
で
も
障
害
者
手
帳
を
取
得
す

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
、
特
別

障
害
者
手
当
金
は
独
立
し
た
制
度

で
あ
り
、
月
額
２
万
７
２
０
０
円

と
、
か
な
り
手
厚
い
保
障
制
度
で

あ
る
こ
と
を
、
見
逃
し
て
い
ま
し

た
。
講
演
の
翌
週
か
ら
、
さ
っ
そ

く
手
帳
や
特
障
の
制
度
に
つ
い

て
、
該
当
す
る
患
者
さ
ん
に
案
内

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
利

用
し
て
も
、
不
十
分
な
給
付
に
し

か
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
問
題
が
解

決
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

患
者
さ
ん
が
診
断
書
の
記
載
可
能

な
医
療
機
関
を
受
診
し
、
煩
雑
な

申
請
の
手
続
き
を
自
力
で
完
了
す

る
の
は
困
難
な
ケ
ー
ス
も
多
い
で

し
ょ
う
。

　

患
者
さ
ん
の
負
担
軽
減
の
た
め

医
療
・
福
祉
制
度
を
十
分
に
活
用

す
る
に
は
、
多
く
の
相
談
員
の
力

が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
医
療
者

は
患
者
さ
ん
の
「
病
気
」
だ
け
で

は
な
く
「
生
活
」
に
も
目
を
向

け
、
病
気
の
背
景
に
あ
る
生
活
の

問
題
を
常
に
意
識
し
て
診
療
に
あ

た
る
必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
阿
江
先
生
の
ご
尽
力

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
講
演
に

参
加
さ
れ
た
先
生
方
と
認
識
を
共

有
し
、
地
域
医
療
に
関
わ
る
多
職

種
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と

を
心
に
誓
い
ま
し
た
。

 

【
西
脇
市　

木
原　

章
雄
】

な
が
り
を
持
て
た
こ
と
を
、
心
強

く
思
い
ま
し
た

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
３
＋
１
＋

５
」
で
す
。
す
な
わ
ち
３
つ
の
福

祉
制
度
（
高
齢
者
・
障
害
者
・
児

童
）、
公
的
扶
助
、
５
つ
の
保
険

制
度
（
医
療
・
年
金
・
雇
用
・
労

災
・
介
護
）
を
う
ま
く
つ
な
げ
て

活
用
す
れ
ば
、
か
な
り
多
く
の
人

に
支
援
を
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
知
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
３
福
祉
と
公
的
扶
助
は
５
保

険
よ
り
も
上
位
に
あ
り
、
前
２
者

は
憲
法
で
規
定
さ
れ
た
「
生
存

権
」
に
基
づ
く
保
障
制
度
で
あ
る

阿江先生（上写真）を講師に
医療・福祉の役立つ制度を学
んだ　　　　　　　　　　　

感 想 文

「
生
活
」
に
目
を
向
け

 

患
者
負
担
軽
減
を

北
播
支
部　

総
会
・
記
念
講
演

北
播
支
部　

総
会
・
記
念
講
演

　

北
播
支
部
は
６
月
22
日
、
小
野
市
内
で
第
35
回
支
部
総
会
を
開

催
。
総
会
議
事
で
は
林
武
志
先
生
（
西
脇
市
）
を
新
支
部
長
に
、
木

原
章
雄
先
生
（
西
脇
市
）・
足
立
了
平
先
生
（
三
木
市
）
を
新
世
話

人
に
選
出
し
た
。
記
念
講
演
で
は
「
患
者
さ
ん
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
！
知
っ
て
得
す
る
医
療
・
福
祉
の
役
立
つ
制
度
」
と
題
し
、
神
戸

女
子
大
学
講
師
の
阿
江
善
春
先
生
が
講
演
。
会
員
ら
17
人
が
参
加
し

た
。
座
長
を
務
め
た
木
原
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

研
修
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

ず
、
表
現
す
る
と
い
う
中
で
、
表

情
に
は
顔
だ
け
で
な
く
声
も
あ
る

と
い
う
考
え
方
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
表
情
で
申

し
訳
な
さ
そ
う
に
し
て
い
て
も
、

言
葉
が
威
圧
的
で
あ
っ
た
り
し
た

ら
、
結
果
と
し
て
相
手
に
は
反
対

の
意
味
に
と
ら
え
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

が
良
く
な
っ
た
り
悪
く
な
っ
た
り

す
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

ク
レ
ー
ム
対
応
に
つ
い
て
は
、

た
だ
「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」

と
だ
け
で
は
な
く
、
何
に
つ
い
て

謝
っ
て
い
る
の
か
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
最
後
に
プ
ラ
ス
の

こ
と
で
終
わ
る
こ
と
で
残
る
印
象

が
違
っ
て
く
る
こ
と
、「
こ
の
た

び
は
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
等
と
い
っ
た
よ
う
に
相

手
に
注
意
し
て
よ
か
っ
た
と
思
わ

せ
る
終
わ
り
方
も
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。

　

今
回
接
遇
研
修
会
に
参
加
し
、

日
頃
の
自
分
を
見
直
す
と
同
時
に

改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
決

め
ゼ
リ
フ
で
は
な
い
で
す
が
、
ベ

ー
ス
と
な
る
形
を
作
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

【
美
方
郡
・
公
立
香
住
病
院　

　

事
務
職 

　

原　
　

圭
祐
】

感 想 文

日
頃
の
自
分
を

見
直
す
き
っ
か
け
に

但
馬
支
部　

職
員
接
遇
研
修
会

但
馬
支
部　

職
員
接
遇
研
修
会

　

但
馬
支
部
は
６
月
22
日
、豊
岡

市
日
高
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
職
員
接
遇
研
修
会
を
開
催

し
た
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
松
田
幸
子
先
生
が
「
患

者
接
遇
の
基
本
と
ク
レ
ー
ム
対

応
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、
16
人

が
参
加
し
た
。
公
立
香
住
病
院
事

務
職
の
原
圭
祐
氏
の
感
想
を
紹
介

す
る
。

接遇の基本とクレー
ム対応について話す
松田先生　　　　　

　

対
応
す
る
に
あ
た
っ

て
、
今
お
か
れ
て
い
る
状

況
な
ど
を
把
握
す
る
洞
察

力
や
判
断
力
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
と
と
も
に
、
そ

の
場
面
に
あ
っ
た
対
応
に

よ
り
相
手
に
与
え
る
印
象

　

大
阪
大
学
医
学
部
教
授
の
仲
野

徹
先
生
の
最
新
著
書
を
紹
介
し
ま

す
。
病
理
学
者
で
す
が
、
と
て
も

分
か
り
や
す
い
内
容
に
満
ち
て
い

ま
す
。
医
療
従
事
者
と
し
て
や
、

一
般
人
と
し
て
な
ど
、
読
み
手
の

対
象
が
変
わ
る
こ
と
を
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
著
の
目
次
の
前
の
「
長
い
ま

え
が
き
〜
病
気
っ
て
な
に
」
に
先

生
の
今
ま
で
の
生
き
方
や
考
え
方

を
面
白
く
綴
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

第
１
章
生
き
る
と
い
う
こ
と
、

第
２
章
ダ
イ
エ
ッ
ト
「
入
門
」
の

編
、
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
体
と
し
て
内
容
は
と
て
も
分

か
り
や
す
く
、
本
書
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
す
べ
て
の
内
容
に
お
い

て
、
著
者
は
断
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も

対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
も
、

10
代
か
ら
80
代
ま
で
幅
広
い
世
代

に
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
書
き
の
部
分
で
、
こ
の
本
の

タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
病
気
と
い
う

言
葉
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
病
気

の
定
義
と
は
何
か
、
に
も
言
及
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
定
義
に
つ
い

て
は
、
地
域
医
療
の
構
築
に
お
い

て
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
議
論
が
な

さ
れ
、
多
様
な
意
見
が
出
さ
れ
て

い
く
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
い
う
疑

問
に
も
応
え
る
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

医
療
は
原
則
と
し
て
対
面
診
断

に
基
づ
く
も
の
で
す
が
、
患
者
さ

ん
が
知
り
た
い
こ
と
な
ど
、
要
望

す
べ
て
に
応
え
ら
れ
て
い
る
と
は

一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
。
た
だ
、

現
代
の
ネ
ッ
ト
社
会
や
メ
デ
ィ
ア

の
影
響
を
受
け
、
患
者
さ
ん
が
思

い
込
み
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

間
違
っ
た
健
康
情
報
を
信
じ
て
し

ま
う
こ
と
に
も
懸
念
を
示
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

最
新
医
療
の
発
達
、
検
査
の
精

密
さ
が
、
個
々
の
人
た
ち
す
べ
て

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
し
て
、

大
き
く
影
響
し
て
い
る
可
能
性
を

投
げ
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
専
門

性
が
高
い
私
た
ち
の
職
種
が
、
今

ま
で
社
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
、
価
値
観
が
変
化
し
、

広
告
宣
伝
が
多
様
に
な
り
、
ま
た

す
べ
て
に
お
い
て
自
己
責
任
が
問

わ
れ
て
い
く
社
会
に
変
わ
っ
て
い

く
時
代
に
つ
い
て
も
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

特
に
第
３
章
の
ゲ
ノ
ム
に
つ
い

て
、
研
究
や
検
査
が
営
利
化
さ
れ

た
り
、
命
の
尊
厳
、
医
の
倫
理
に

関
す
る
と
こ
ろ
に
着
目
し
て
読
ん

で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？　

案

外
、
日
常
診
療
の
原
動
力
に
結
び

つ
い
て
い
る
箇
所
が
、
神
秘
的
な

未
来
の
医
療
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

変
わ
り
ゆ
く
現
代
。
そ
し
て
２

０
１
９
年
は
兵
庫
協
会
結
成
50
周

年
で
す
。
第
28
回
日
常
診
療
経
験

交
流
会
、
特
別
記
念
講
演
の
講
師

で
あ
る
仲
野
徹
先
生
の
魅
力
を
、

本
著
で
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る

と
断
言
で
き
ま
す
。

　

よ
う
こ
そ
日
常
診
療
経
験
交
流

会
へ
。
多
く
の
会
員
の
先
生
方
の

期
待
を
裏
切
ら
な
い
10
月
27
日

（
日
）
に
な
り
ま
す
よ
う
に
…

（
下
に
案
内
）。

【
赤
穂
郡
・
歯
科

 

　

白
岩　

一
心
】

仲
野　

徹　

著

『（
あ
ま
り
）病
気
を

 

し
な
い
暮
ら
し
』

達
人
、
第
３
章
遺

伝
＋
環
境
＝
わ
た

し
、
第
４
章
酒
は

呑
ん
で
も
呑
ま
れ

る
な
、
第
５
章

（
で
き
る
だ
け
）

が
ん
に
な
ら
な
い

暮
ら
し
、
第
６
章

病
原
体
と
の
闘

い
、
第
７
章
番
外

発
行　

晶
文
社
、
１
６
０
０
円
＋
税

の
に
対
し

て
、
５
保
険

は
給
付
を
受

け
る
た
め
に

は
、
保
険
料

納
付
が
条
件

と
な
り
、
応

益
負
担
が
生

じ
る
場
合
が

あ
る
と
い
う

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

日　時　10月27日（日）10時～
会　場　神戸市産業振興センター９階（JR神戸駅から徒歩７分）

特別講演　14時45分～

　「（あまり）病気をしない暮らし
 ―がんは『運』である」
講　師　大阪大学大学院医学系研究科・病理学　教授　仲野　徹先生

　病気になりたくない。誰もが思うことですが、それは
不可能です。悪性新生物、いわゆる「がん」は、日本人
の死因の一位で、一生の間にがんと診断される人は国民
の半分にものぼります。
　がんは、細胞が無限に増殖する疾患で、がんの発症に
関与する遺伝子の（突然）変異によることがわかって
います。がんは、加齢に伴うランダムな遺伝子変異の蓄
積することによって発症しますから、ある意味では長生きによる宿命、
避けることのできない病気なのです。
　しかし、最近では、遺伝子変異に対して特異的な効果を発揮する分子
標的薬や、あたらしい免疫療法が開発されてきました。がんとはどうい
う病気なのか、そして、その予防法はあるのか、などについてわかりや
すく説明いたします。 【仲野　記】

［なかのとおる］　1957年大阪生まれ。75年大阪府立大手前高等学校卒
業、81年大阪大学医学部医学科卒業。84年大阪大学医学部助手（北村幸
彦教授）、89年ヨーロッパ分子生物学研究所（EMBL）客員研究員
（Thomas Graf教授）、90年京都大学医学部助手（本庶佑教授）、91年
京都大学医学部講師、95年大阪大学微生物病研究所教授（遺伝子動態研
究分野）、2004年大阪大学大学院教授（生命機能研究科時空生物学、医
学系研究科病理学）。著書に『（あまり）病気をしない暮らし』『こわい
もの知らずの病理学講義』（いずれも晶文社）、『エピジェネティクス－
新しい生命像をえがく』（岩波新書）など。

第28回日常診療経験交流会

メインテーマ　日常診療の原動力
　　　　　　　～この10年、これからの10年～（変容する社会）
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（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

中
国
に
欠
落
し
た
も
の
、
そ
れ

は
特
許
法
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
発

明
者
の
保
護
・
権
利
を
認
め
て
一

定
期
間
恩
恵
を
与
え
、
産
業
の
発

展
に
寄
与
す
る
も
の
だ
。
こ
れ
に

よ
っ
て
発
明
者
は
研
究
成
果
を
公

表
し
、
学
会
で
発
表
し
、
研
究
者

が
切
磋
琢
磨
し
、
科
学
技
術
の
全

体
の
水
準
が
上
が
る
。

　

19
世
紀
初
め
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
英
独
仏
等
で
科
学
技
術
が
発

展
し
産
業
革
命
が
起
こ
っ
た
。
狩

猟
民
族
は
弓
矢
に
印
（
紋
章
）
を

つ
け
て
最
初
に
仕
留
め
た
者
に
優

先
権
を
与
え
る
。
石
器
時
代
の
ス

イ
ス
、
ア
ル
プ
ス
の
ア
イ
ス
マ
ン

も
既
に
弓
矢
に
紋
を
入
れ
て
い

た
。

　

か
つ
て
火
薬
、
羅
針
盤
、
紙
を

発
明
し
た
中
国
で
あ
る
が
、
勝
手

に
先
端
技
術
や
デ
ザ
イ
ン
を
盗

み
、
知
的
財
産
を
奪
い
取
る
の
は

窃
盗
罪
で
あ
る
。
特
許
法
が
な
い

中
国
は
国
ぐ
る
み
で
行
っ
て
い

た
。
研
究
す
る
側
も
安
易
に
模
倣

で
き
た
ら
苦
労
し
て
大
金
を
注

ぎ
、
研
究
開
発
す
る
意
欲
も
な
く

な
る
。

　

ア
ジ
ア
、
日
本
に
は
免
許
皆
伝

と
い
う
怪
し
い
奥
儀
を
伝
授
す
る

制
度
、
す
な
わ
ち
師
匠
が
死
ぬ
直

前
に
特
定
の
人
間
だ
け
に
伝
授
す

る
閉
鎖
的system

が
あ
っ
た
が
、

家
元
、
免
許
状
、
秘
伝
等
、
師
匠

の
気
分
に
左
右
さ
れ
、
東
洋
的
、

神
秘
的
、
非
科
学
的
で
、
茶
道
や

華
道
も
こ
れ
に
類
似
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。

　

自
由
に
カ
ン
ニ
ン
グ
で
き
た
ら

誰
も
試
験
勉
強
等
し
な
く
な
る
。

東
洋
が
西
洋
に
科
学
技
術
、
特
に

産
業
革
命
、
情
報
革
命
で
遅
れ
た

の
は
こ
の
点
に
尽
き
る
。

　

昔
か
ら
米
国
は
戦
争
（
冷
戦
や

経
済
覇
権
を
含
む
）
で
、
①
№
２

を
叩
く
（
ド
イ
ツ
、
ソ
連
、
日

本
、
中
国
等
）、
②
金
を
多
く
貸

し
付
け
た
方
に
味
方
す
る
（
第
一

次
大
戦
の
英
国
）、
③
戦
争
で
は

弱
い
方
（
大
東
亜
戦
争
時
の
中

国
）
に
味
方
し
た
。
そ
れ
は
必
ず

し
も
正
義
で
は
な
い
。

　

折
し
も
、
ト
ラ
ン
プ
と
金
正
恩

と
の
密
約
が
あ
り
、
北
朝
鮮
に
米

国
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
が
作
ら
れ
る

と
い
う
仰
天
す
べ
き
ニ
ュ
ー
ス
が

届
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
日
本
の

安
倍
、
い
つ
ま
で
も
北
朝
鮮
に
対

し
て
「
圧
力
」「
圧
力
」
と
阿
保

陀
羅
経
を
唱
え
て
い
る
の
か
？　

も
っ
と
柔
軟
な
思
考
は
で
き
な
い

の
か
。
拉
致
問
題
を
始
め
、
蚊
帳

の
外
で
世
界
の
笑
い
者
に
な
っ
て

い
る
の
に
気
付
い
て
な
い
裸
の
王

様
か
。

　

今
後
中
国
は
米
国
に
嫌
が
ら
せ

を
受
け
る
が
、
し
ば
ら
く
忍
従

し
、
１
９
２
７
年
か
ら
11
年
間
の

長
征
に
耐
え
た
昔
を
思
い
出
し

て
、
中
国
ど
こ
へ
。Quo vadis? 

民
主
的
開
放
さ
れ
た
中
国
の
未
来

を
待
つ
こ
と
に
し
よ
う
。

　

米
国
は
苛
立
ち
、
紆
余
曲
折
あ

れ
ど
、
最
終
的
に
中
国
が
勝
利
す

る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
17
世
紀
ま

で
人
類
史
上
最
大
の
国
家
は
イ
ン

ド
と
中
国
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
代

に
戻
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
時
日

本
は
中
国
へ
朝
貢
国
か
、
あ
る
い

は
併
呑
さ
れ
る
の
か
？

 

（
お
わ
り
）

米
中
の
新
冷
戦
は

人
類
覇
権
戦
争
か
？（
下
）

 

明
石
市　
　

永
本　
　

浩

支払基金・国保連合会の審査委員名簿
　審査対策部は、社会保険診療報酬支払基金兵庫支部および兵庫県に対し、本
年６月に改選された診療報酬審査委員会審査委員名簿の開示請求を行い、名簿
が公開されたので掲載する。審査委員の任期は２年。支払基金の名簿は医科・
歯科・薬科を併せた掲載となっているため、審査対策部で医科・歯科・薬科の
順に並べかえた。また、専科の記載がないため、委員名に医・歯・薬を付し
た。なお、新任の審査委員には下線を付した。

兵庫県社会保険診療報酬支払基金審査委員名簿（2019.６.１現在）
明石　恭治・医 岸本　通彦・医 橘　　史朗・医 藤井　芳夫・医 井上　俊治・歯
淺野　達藏・医 北川　和則・医 塚本　卓也・医 藤岡　宏幸・医 浦野　雅彦・歯
荒木　俊一・医 北村　嘉章・医 塚本　好彦・医 藤木　暢也・医 上住　和也・歯
安藤　健治・医 木村亜紀子・医 辻　　　壽・医 藤田　　満・医 大矢　卓志・歯
石川　朗宏・医 久呉　真章・医 辻本　英明・医 古橋　淳夫・医 金村　洋一・歯
石田　義裕・医 葛原　　啓・医 常岡　　豊・医 堀本　仁士・医 岸　　和久・歯
石原　享介・医 栗本　康夫・医 鄭　　仁秀・医 前田　　均・医 岸本　裕充・歯
石原　健造・医 河野　富雄・医 戸田　和夫・医 前田　光雄・医 郷田　祥二・歯
石原　正治・医 古賀　正史・医 長澤　　豊・医 松田　良信・医 櫻井　章雄・歯
市橋　宏亮・医 小澤　修一・医 中田　邦也・医 松村　　勝・医 澤村　英明・歯
伊藤　康夫・医 後藤　義人・医 長野　　徹・医 松本　　修・医 鹿間　敏久・歯
乾　　由明・医 齊藤　清治・医 中原　保治・医 松本　　健・医 高瀬　昌幸・歯
伊原　由幸・医 齋藤　　実・医 西　　信一・医 丸山修一郎・医 髙橋　研之・歯
入江正一郎・医 坂本　一夫・医 西島　博之・医 三浦　一樹・医 竹内　真吾・歯
岩井　正秀・医 阪本　俊彦・医 西村　善博・医 三木　　誠・医 竹信　俊彦・歯
上芝　伴尚・医 佐藤　哲夫・医 西本　洋二・医 水谷　　伸・医 冨田　真一・歯
植田　竜仁・医 佐野　公彦・医 信永　敏克・医 水口　龍次・医 中川　博喜・歯
内田三千彦・医 篠　　裕美・医 野間　研一・医 宮崎　栄二・医 中町　守人・歯
内山　敏行・医 柴　　裕子・医 白　　鴻泰・医 宮﨑　睦雄・医 橋本　猛央・歯
梅本　善哉・医 島　　正彦・医 橋田　裕毅・医 深山　鉄平・医 波戸本　均・歯
浦井　　寿・医 島津　　敬・医 橋村　孝久・医 村岡　章弘・医 浜田　潤一・歯
江尻　一成・医 志水賢一郎・医 八若　博司・医 森田　宏紀・医 春木　隆伸・歯
大西　淳子・医 清水　　卓・医 八田　昌樹・医 藥師神公和・医 春名　　領・歯
大洞　慶郎・医 下永田　剛・医 林　　孝俊・医 安田　　義・医 日置　英徳・歯
岡田　昌也・医 白川　勝朗・医 原田　健次・医 山川　　勝・医 平田　幸男・歯
岡田　　実・医 杉本　欣也・医 原田　　晋・医 山口　　務・医 堀畑　勝巳・歯
岡田　泰長・医 杉本　貴樹・医 東山　　洋・医 山中　義夫・医 百瀬　深志・歯
岡林　孝直・医 須田研一郎・医 久野　克也・医 山本　修士・医 森山　　浩・歯
岡本　隆弘・医 左右田裕生・医 平田　勇三・医 山本　慎一・医 弓場　成訓・歯
岡本　英之・医 髙橋　修一・医 平林　俊明・医 山本　隆久・医 鄭　　淳太・薬
鬼木俊太郎・医 髙橋　洋二・医 平林　弘久・医 山本　正之・医 西川　真司・薬
垣淵　正男・医 武木田誠一・医 深井　光浩・医 吉田　泰久・医 吉田　昌弘・薬
陰下　敏昭・医 竹島　泰弘・医 深澤　元晴・医 吉矢　晋一・医
川端　　岳・医 武田　　学・医 藤井　英樹・医 新井　茂俊・歯

第35期兵庫県国民健康保険診療報酬審査委員名簿（2019.６.１現在）
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
代
表

大山眞一郎・内
内山　　哲・内
竹内　素志・内
村山　知行・内
杉木　雅彦・内
竹内陽史郎・内
山根　光量・内
米田　　豊・内
中村　　正・内
小髙　正裕・内

朝田　眞司・内
大江与喜子・内
福井　威志・内
冨永　幸治・内
花川　公麿・内
大西　　尚・内
播　　穰治・内
大北　　実・内
西庵　克彦・内
松本眞一郎・内

渡邊　典雅・外
福本　　聡・外
豊田　　俊・外
川田　哲己・外
長畑　洋司・外
坂田　哲啓・外
須山　　徹・脳
竹内　一喜・整
青木　康夫・整
日野　高睦・整

谷口　賢蔵・小
伊賀　俊行・眼
坂井　智代・眼
石田　春彦・耳
田中　　靖・皮
横田　　光・産
川井田徳之・泌
今井　敏夫・泌
毛利　昭郎・麻
村井　　紳・歯

丸山　忠治・歯
山田　一郎・歯
錦　　和彦・歯
関　　良太・歯
渡部　一也・歯
上村　清仁・歯
森本　敬祐・歯
三島光一郎・薬

保　

険　

者　

代　

表

公　
　

益　
　

代　
　

表

阿部　諭吉・内
中村　　功・内
松本　　卓・内
春日井博志・内
間森　　聡・内
今井　康雄・内
津田　晃孝・内
田中　　力・内
岡　　博行・内
谷山　明子・内

真垣　一成・内
山﨑　　亨・内
中馬　　淳・内
青木　英治・内
吾妻　眞幸・内
木村　　道・内
横山　英世・内
土山　雅人・内
鈴木光太郎・内
瀧口　安彦・外

脇田　　昇・外
西岡　昭彦・外
水守　彰一・外
江草　康夫・外
橋本　　創・外
前田　信証・外
實光　　章・外
山下　晴央・脳
近藤　　威・脳
荒木　邦公・整

大谷　卓弘・整
松原　　司・整
中西　裕子・眼
細見　英信・耳
尾藤　利憲・皮
河村　　肇・産
岡　　伸俊・泌
山本　英雄・精
山西　行徳・精
片野　　清・歯

安藝　一成・歯
蓮池　一晃・歯
前田　　希・歯
坂井　　諭・歯
松村　英治・歯
中島　憲治・歯
関川　明人・歯
菅野　一郎・薬

井上　智夫・内
白坂　大輔・内
門口　　啓・内
荻野　文章・内
篠　　裕美・内
佐貫　　毅・内
西浦　哲雄・内
松井　　聖・内
伊東　俊夫・内
粟野孝次郎・内

大西　祥男・内
横山　和正・内
副島　俊典・放
杉原　順一・外
濵辺　　豊・外
林　　雅造・外
山本　満雄・外
吉永　和正・外
小管　浩文・外
奥村　修一・外

佐藤　美晴・外
中村　　毅・外
大野　　徹・外
佐藤　四三・外
中本　光春・外
向原　伸彦・外
小林　研二・外
坪田　紀明・外
瀧　　琢有・脳
細田　弘吉・脳

岡田　幸也・整
庄　　智矢・整
丸岡　　隆・整
原田　俊彦・整
上谷　良行・小
塩見　洋作・耳
小倉香奈子・皮
片嶋　純雄・産
瀧内　秀和・泌
見野　耕一・精

小松原　彰・歯
木下　　保・歯
磯貝　知一・歯
谷垣　信吾・歯
上野健一郎・歯
滝内　　聡・歯
古土井春吾・歯
堅田　博行・薬

　

２
０
１
６
年
、
聖
地
巡
礼
が

話
題
沸
騰
と
な
っ
た
「
君
の
名

は
。」
の
新
海
誠
監
督
の
最
新

作
「
天
気
の
子
」
を
紹
介
し
ま

す
。
鑑
賞
す
る
視
点
を
、
ス
ト

ー
リ
ー
に
置
く
か
、
映
像
の
美

し
さ
に
置
く
か
、
映
像
と
と
も

に
流
れ
る
音
楽
に
置
く
か
で
、

感
想
が
異
な
る
と
こ
ろ
が
一
番

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
れ
で
は

ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

　

高
校
１
年
生
の
帆
高
は
家
出

し
て
東
京
に
や
っ
て
き
ま
す

が
、
数
日
で
所
持
金
が
尽
き
て

し
ま
い
、
上
京
す
る
フ
ェ
リ
ー

で
出
会
っ
た
男
性
、
圭
介
を
頼

り
ま
す
。
圭
介
は
、
姪
の
夏
美

と
２
人
だ
け
で
零
細
編
集
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
を
営
ん
で
い
て
、

雑
誌
な
ど
に
記
事
を
書
い
て
生

計
を
立
て
て
い
ま

す
。
帆
高
は
、
住

み
込
み
と
食
事
付

き
の
条
件
に
惹
か

れ
、
そ
こ
で
働
く

よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

２
０
２
１
年
の

夏
、
関
東
地
方
で

は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
雨
の

日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
状
況
で
も
晴
天
を
呼
ぶ
「
１

０
０
％
の
晴
れ
女
」
が
い
る
と

い
う
都
市
伝
説
が
流
れ
ま
す
。

帆
高
は
あ
る
事
件
で
、
少
女
と

出
会
い
ま
す
が
、
彼
女
こ
そ
が

そ
の
晴
れ
女
で
、
祈
る
だ
け
で

短
時
間
、
局
地
的
に
確
実
に
晴

れ
間
を
呼
び
寄
せ
る
能
力
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　

晴
れ
女
の
陽
菜
は
小
学
生
の

弟
と
２
人
だ
け
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
が
、
彼
女
が
お
金
に
困
っ

て
い
る
様
子
を
見
た
帆
高
は
、

晴
れ
女
の
能
力
を
使
っ
て
商
売

を
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
依
頼

用
ネ
ッ
ト
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
「
晴

れ
女
」
を
作
り
ま
す
。「
晴
れ

女
」
は
次
第
に
評
判
を
呼
び
、

順
調
に
仕
事
を
増
や
し
て
い
き

ま
す
が
、
依
頼
を
受
け
た
内
容

を
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
、
依
頼
が

殺
到
し
「
晴
れ
女
」
は
休
業
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
帆
高
が

家
出
少
年
と
し
て
家
族
か
ら
届

け
出
が
さ
れ
て
お
り
、
彼
が
偶

然
本
物
の
拳
銃
を
拾
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
刑
事
が

陽
菜
や
圭
介
の
も
と
を
捜
査
の

た
め
に
訪
れ
ま
す
。

　

物
語
が
展
開
し
、
能
力
の
代

償
と
し
て
、
陽
菜
の
身
体
は
次

第
に
薄
く
透
明
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
最
終
的
に
彼
女
が
犠
牲

に
な
る
こ
と
で
異
常
気
象
が
収

ま
る
と
い
う
伝
承
の
と
お
り
、

そ
の
夜
に
陽
菜
の
身
体
は
消
え

て
し
ま
い
ま
す
。
帆
高
は
警
察

に
追
わ
れ
る
中
、
圭
介
や
夏
美

の
助
け
で
、
あ
る
神
社
に
た
ど

り
着
き
ま
す
。
帆
高
が
鳥
居
を

く
ぐ
る
と
こ
ろ
か
ら
映
画
の
最

高
潮
の
場
面
に
移
行
し
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
か
ら
時
が
流
れ
、

逮
捕
さ
れ
た
あ
と
保
護
観
察
処

分
で
、
地
元
の
島
に
戻
っ
て
い

た
帆
高
は
、
大
学
進
学
を
機

に
、
い
ま
だ
雨
の
降
り
や
む
こ

と
の
な
い
東
京
で
新
生
活
を
は

じ
め
、
３
年
ぶ
り
に
陽
菜
と
再

会
を
果
た
し
ま
す
が
…
。

　

映
画
で
は
、
貧
困
格
差
、
非

正
規
雇
用
、
自
然
災
害
、
児
童

相
談
所
の
抱
え
る
諸
問
題
に
も

触
れ
て
い
ま
す
。
新
海
監
督

は
、
以
前
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹

介
し
た
「
万
引
き
家
族
」
の
是

枝
裕
和
監
督
と
並
び
、
現
代
の

二
大
巨
匠
と
言
わ
れ
ま
す
。
鑑

賞
後
、
今
の
時
代
の
不
合
理
を

訴
え
て
い
る
と
い
う
、
２
人
の

監
督
の
共
通
点
を
感
じ
取
れ
ま

す
。
あ
な
た
は
ス
ト
ー
リ
ー
、

美
し
い
映
像
や
音
楽
、
そ
れ
と

も
現
代
社
会
の
諸
問
題
を
感
じ

ま
す
か
？　

話
題
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
映
画
を
、
ぜ
ひ
と
も
映
画

館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

（
全
国
の
映
画
館
で
上
映
中
）

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

（
Ｃ
）
２
０
１
９
「
天
気
の
子
」
製
作
委
員
会

天
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奈良県生駒市・岡クリニック　院長 岡　留美子先生講演

こころと漢方
～ベンゾジアゼピンに頼らない医療をめざして～

ベンゾジアゼピンの処方
　ベンゾジアゼピン系薬物（以下ベ
ンゾと略す）は、不安・ 緊張の緩
和、睡眠導入効果などの切れ味の良
さのため、精神科だけではなく、一
般科でも数多く処方されてきた。漫
然と長期処方が行われる中で、厚生
労働省が注意を喚起したことは記憶
に新しい。本年４月からは、同じ量
のベンゾを１年以上継続処方する
と、処方箋料の減算という診療報酬
でのペナルティーがかけられるよう
になった。
　筆者は精神科医になりたての頃、
先輩医師からは「ベンゾは安全な薬
だから長期使用しても問題ない」と
教えられ、それを信じ、多くの患者
に多数処方していた。多くの患者は
それでも大きな副作用もなく、原疾
患の改善とともに減量できて、最終
的に服薬終了できたケースも少なく
ない。
　しかし、長く精神科臨床をしてく
ると、ベンゾを終了あるいは減量
後、その患者にベンゾが望ましくな
い副作用を惹起していたことに気づ
かされることがあった。例えば、
「キレやすい患者」と思っていた人
が、ベンゾ終了後に大変穏やかにな
り、全くキレることがなくなった。
自傷行為を反復していた人が、ベン
ゾ終了後、自傷行為を全くしなくな
った。原疾患の改善だけでは説明が
つかない変化を目の当たりにする。
こういうことが何例か続いた。

精神科臨床における漢方
　筆者は精神科臨床において、積極
的に漢方を活用している。漢方を語
る切り口の一つに、「心身一如」と
いう言葉がある。「心と体は分けて

考えられない」という意味で受け止
めている。ということは、心身一如
の医学である漢方は、心の領域を扱
う精神科医療を、内包していること
となる。
　大陸から伝来した医学が、日本に
おいてその精神を受け継ぎながら、
日本の風土・実情に合うように工夫
を加えられ修正をされながら「漢
方」となった。古代中国では移精変
気の法という、今でいう精神療法が
すでに使われていた。漢方として確
立された江戸時代には、その移精変
気の法（説諭とも呼ばれた）と漢方
薬を用い、今でいう精神科疾患を巧
みに治療する漢方医たちがいた。
　例えば、和田東郭は、不眠、イラ
イラ、こだわり、怒りの強い患者の
治療を得意とした。そういう患者に
は、桐の箱に入った石を差し出し
「この石を撫でさすれば、手のひら
から陽気が生じ、症状は治る」と伝
える。患者が熱心にその石をさすり
続けると、いつの間にか症状は消え
ていく。心を症状に費やすのではな
く、熱心に石をさすり、症状の治癒
を期待する方向に変換させたといえ
よう。漢方医はこのように、今でい
う精神療法を立派に使いこなしてい
たのである。

精神症状への漢方の活用法
　では、われわれが精神科疾患ある
いは精神症状の治療で漢方をどう活
用していくかを考えたい。精神科疾
患・精神症状に漢方が果たす役割は
以下に示す６つである。
　①漢方薬自体の効果
　②服薬抵抗の軽減
　③精神科薬物の減量
　④精神科薬物の副作用軽減
　⑤ 良好な治療関係成立の助けとな

る
　⑥全人的医療
　これらの役割を踏まえながら、精
神症状に漢方を使うには、その漢方
の効果を把握したうえで、患者のレ
ジリエンスを引き出すように働きか
けるということが大切である。
　ベンゾは、すぐれた抗不安効果、
緊張緩和、睡眠導入効果という長所
ゆえに、これまで精神科臨床で多用
されてきた。一方でベンゾには長期
使用による依存性、筋弛緩作用によ
るふらつきや転倒、健忘、離脱症
状、脱抑制などの奇異反応という短
所もある。そこで、ベンゾに頼らな
い医療を実践するには、漢方を活用
し当初からベンゾを使用しない、あ
るいはベンゾを徐々に漢方に置換し
ていくことになる。
　筆者が精神科臨床で活用する漢方
は多数あるが、繁用するのは、半夏
厚朴湯、柴胡加竜骨牡蛎湯、抑肝散
加陳皮半夏、四逆散、甘麦大棗湯、
桂枝加芍薬湯、小建中湯、桂枝加竜
骨牡蛎湯、加味帰脾湯、酸棗仁湯、
人参養栄湯などである。

レジリエンスを引き出す処方の仕方
　それぞれの漢方の解説は成書に譲
るとして、本稿では患者のレジリエ
ンスを引き出す処方の仕方について
述べたい。それは端的に言えば、患
者が期待を持ってその薬を服用でき
るようにするということである。
　半夏厚朴湯を例にとって説明した
い。筆者は半夏厚朴湯を処方する際
には、患者が「この薬は自分にどう
効くか」をイメージしやすいように
説明することを心掛けている。
　「私たちの身体は終始、気が巡っ
ているのをご存知ですか。ところが
心身に不具合が生じて、気がうまく

巡らなくなることがあります。半夏
厚朴湯は、気の巡りを良くしてくれ
る代表的な処方です。気が巡らなく
なると、次のような異常がでてきま
す。食欲がない、胃が痛い、吐き気
がする、食道のあたりが詰まってい
る感じがする、なんだか息苦しい、
動悸がする、風邪をひいていないの
に空咳が出たり声がしわがれたりす
る、喉の詰まった感じがする、言い
ようのない不安を感じたり、落ち込
んだり、眠れなくなる。この薬はこ
ういう症状を治してくれるのです」
　このように説明すると、例えばパ
ニック障害の患者は、自分の症状と
重なる症状を認識し、「この漢方を
飲めば症状が楽になるかもしれな
い」という期待を持って服用するこ
とになる。
　さらにこの薬がフィットするかど
うか、患者自身が判断する目安を伝
える。フィットする薬はたとえ苦く
ても飲みやすく感じる。しかもその
薬が役割を終えるころには、味が変
わって飲みにくく感じることが多
い。
　このように服薬の開始と終了にま
でわたる情報を伝える。そして、今
までどういう患者に効果があったか
の具体例を伝える。
　処方する際には、患者のナラティ
ブを通じて、その患者の背景を含め
ての心身の把握に努める。これに加
えて、精神療法、患者が主体的に行
える養生法、身体から入る心理療法
も活用していくことで、心身一如の
治療が展開され、ベンゾに頼らない
医療につながっていくと筆者は考え
ている。
（６月15日、西宮・芦屋支部第36回
漢方研究会より、小見出しは編集部）
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19
年

８月24日 第555回診内研 「よくわからない熱」を「不明熱」
にまで厳選するためのアプローチ

天理よろづ相談所病院総合診療
教育部　佐田竜一先生

７月６日 第554回診内研
これだけは押さえておきたい皮膚科
診察のコツ～こっそり学ぶ！ありふ
れた皮膚疾患～

医療法人社団廣仁会札幌皮膚科
クリニック院長　安部正敏先生

５月18日 第552回診内研 意識障害のミカタ！ 東京都立松沢病院内科部長　小
野正博先生

４月13日 第551回診内研 高齢者救急のクリニカルパール 藤田医科大学救急総合内科学　
岩田充永先生

３月30日 第550回診内研 恐い疼痛疾患を見抜く６つの基本事
項

順天堂大学医学部附属練馬病院
救急・集中治療科　坂本壮先生

２月23日 第549回診内研 日常外来の知識アップデート～外来
診療ドリルからの挑戦～

独立行政法人国立病院機構栃木
医療センター内科医長　矢吹拓
先生

２月17日

臨床医学講座講義③ めまい患者への問診と診察実演
諏訪中央病院内科院長補佐　山
中克郎先生臨床医学講座講義② 腹痛患者への問診と診察実演

臨床医学講座講義① 攻める問診

　協会研究部主催の診療内容向上研究会（診内研）、特別研究会、臨床医学
講座の講演DVD（下記）を作成しています。頒布価格はいずれも１枚1000円
（送料込）です。会員の先生方個人の視聴用のみにご利用ください。
　ご注文は、☎：078－393－1840　研究部まで
※以前のDVDにつきましても研究部（☎078－393－1840）までお問い合わ
せください。

〈会員限定〉参加できなかった研究会をDVDで

診療内容向上研究会診療内容向上研究会ほかほか講演録DVD講演録DVD

年 日程 種別 テーマ 講師
19
年１月26日 第548回診内研 明日から役立つウラ診断学 島根大学附属病院卒後臨床研修

センター助教　和足孝之先生

18
年

12月１日 第547回診内研
総合診療にもっとリウマチ学を！
－Rheumatology in General Practice 
（RIGP）の試み－

帝京大学ちば総合医療センター
内科（リウマチ）講師　萩野昇
先生

11月10日 第546回診内研 インフルエンザの診療と感染対策
大阪府立急性期・総合医療セン
ター総合内科部長　大場雄一郎
先生

10月13日 第545回診内研 心電図ハンター特別編
～脚ブロックで虚血判断～

札幌東徳洲会病院救急科　増井
伸高先生

９月15日 第544回診内研 精神疾患と誤診されていた身体疾患 東千葉メディカルセンター総合
診療科副部長　金井貴夫先生

７月28日 第542回診内研 病歴と見た目で拾い上げる外来診療 今村総合病院救急総合内科主任
部長　西垂水和隆先生

６月23日 第541回診内研 総合診療医のCommon Diseases 飯塚病院総合診療科診療部長　
清田雅智先生

５月26日 第540回診内研 外来の楽しさがアップ！診断の糸口
・病態の気づきポイント

関西医科大学総合医療センター
呼吸器膠原病内科助教　西澤徹
先生

４月14日
第539回診内研

３Ｄ上映～胃癌手術はNext Stage
へ：医療工学と化学療法の進化とと
もに

兵庫医科大学病院胸部消化管外
科主任教授　篠原尚先生

※ 「３Ｄ上映～胃癌手術はNext Stageへ：医療工学と化学療法の進化とともに」は、
一部の３Ｄ上映箇所に、画像の見づらい箇所があります。予めご了承ください。

３月10日 第538回診内研 循環不全徴候の早期発見とフォロー
の重要性

京都岡本記念病院総合診療科　
高岸勝繁先生

２月24日 第537回診内研 外来で診る不明熱×ニッチなディジ
ーズ稀な疾患の疑い方、拾い上げ方

国立国際医療研究センター病院
総合診療科　國松淳和先生

１月20日 第536回診内研 腹痛を科学する 腹痛を考える会


